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　少
子
化
の
影
響
を
受
け

て
、
特
に
私
立
大
学
の
経
営

環
境
悪
化
が
叫
ば
れ
て
久
し

い
。　資

料
に
よ
れ
ば
、
昨
年
度

の
入
試
環
境
は
、
私
立
大
学

で
４
割
、
短
期
大
学
で
７
割

が
、
既
に
定
員
割
れ
状
態
で

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
下

で
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
「
変

革
」
で
あ
る
。

　
　
　＊

　
　
　＊

　政
府
・
文
部
科
学
省
は
、

６
月
の
国
会
に
於
い
て
国
公

立
を
含
む
全
て
の
大
学
を
対

　〝
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
〞

以
来
、
在
学
生
た
ち
の
就
職

決
定
率
が
急
速
に
悪
化
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
校
友
会
は

　「
親
鸞
聖
人
7
5
0
回
大

遠
忌
法
要
」
を
迎
え
る
来
春

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
着
々

と
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
「
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。

　昨
年
７
月
に
起
工
式
を
終

え
建
設
中
だ
っ
た
建
物
が
完

成
し
、
９
月
６
日
の
竣
工
式

後
、大
学
へ
引
き
渡
さ
れ
た
。

　ス
タ
ッ
フ
は
宮
治
昭
館
長

（
文
学
部
教
授
）
と
副
館
長

の
入
澤
崇
教
授
を
は
じ
め
、

学
芸
員
と
し
て
豊
富
な
経
験

を
持
つ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
教
員
３

名
を
採
用
し
、
国
内
外
で
例

を
見
な
い
「
仏
教
総
合
博
物

館
」
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
、校
友
待
望
の
「
龍

谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
主
な
特

長
を
、
あ
ら
た
め
て
紹
介
し

て
お
き
た
い
。

①
仏
教
の
誕
生
か
ら
現
代
の

仏
教
ま
で
を
、
わ
か
り
や
す

く
紹
介
す
る
仏
教
総
合
博
物

館
。

②
私
立
大
学
で
は
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
規
模
（
延
床
面
積
＝

約
４
，４
０
０
㎡
）を
誇
る
。

③
３
７
０
周
年
を
迎
え
た
歴

史
あ
る
龍
谷
大
学
な
ら
で
は

の
貴
重
な
資
料
を
展
示
。

④
大
学
博
物
館
と
し
て
、
世

界
レ
ベ
ル
の
学
術
研
究
を
展

開
。

⑤
魅
力
的
な
特
別
展
や
企
画

展
を
開
催
し
、
校
友
や
市
民

の
生
涯
学
習
に
応
え
る
。

⑥
１
５
９
２
（
文
禄
元
）
年

か
ら
の
西
本
願
寺
門
前
町
と

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
地

域
活
性
化
に
貢
献
。

⑦
デ
ジ
タ
ル
復
元
さ
れ
た
ト
ル

フ
ァ
ン
・
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺

院
の
大
回
廊
を
実
物
大
再
現
。

⑧
世
界
最
高
品
位
（
フ
ル
ハ

イ
ビ
ジ
ョン
の
4
倍
）
の
超
高

精
細
映
像
に
よ
る
作
品
の
上

映
。　ま

た
、
12
月
19
日
（
日
）

に
は
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

有
楽
町
の
朝
日
ホ
ー
ル
で
五

木
寛
之
氏
に
よ
る
講
演
会

と
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
歴
史
や

文
化
の
理
解
を
深
め
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
が
開
催
さ

れ
る
。（
予
定
）

写
真
は
竣
工
へ
向
け
て
工
事

が
進
む
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

象
に
、
情
報
公
開
を
義
務
づ

け
る
た
め
の
法
案
「
学
校
教

育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
」
を
可
決
成

立
さ
せ
た
。

　こ
の
省
令
は
10
年
６
月
15

日
に
公
布
さ
れ
、
11
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
本

省
令
の
趣
旨
を
、
文
科
省
は

「
大
学
等
が
公
的
機
関
と
し

て
、
社
会
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
そ

の
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る

観
点
か
ら
、
公
表
す
べ
き
情

報
を
法
令
上
明
確
に
し
、
教

育
情
報
の
一
層
の
公
表
を
促

進
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　同
法
令
で
は
、
「
教
員
の

専
門
性
を
提
供
で
き
る
教
育

研
究
内
容
に
関
す
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
と
い
う
点
に
留

意
す
る
こ
と
」「
各
教
員
が

有
す
る
学
位
及
び
業
績
に
関

す
る
こ
と
」「
授
業
科
目
、

授
業
の
方
法
及
び
内
容
並
び

に
年
間
の
授
業
の
計
画
」
等

広
く
周
知
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
　
　＊

　
　
　＊

　当
校
友
会
は
、
一
昨
年
以

来
２
度
に
わ
た
っ
て
、
大
学

執
行
部
と
の
懇
話
会
を
持

ち
、
そ
の
中
で
、
大
学
の
あ

ら
ゆ
る
情
報
と
本
学
教
員
の

研
究
内
容
や
業
績
の
「
情
報

公
開
」
と
「
評
価
」
等
に
つ

い
て
も
公
開
す
る
よ
う
に
、

保
護
者
の
組
織
で
あ
る
親
和

会
と
共
に
強
い
要
望
を
行
っ

て
き
た
が
、
改
善
さ
れ
な
い

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　し
か
し
、11
年
度
か
ら
は
、

教
育
内
容
や
研
究
業
績
の
情

報
非
公
開
は
、法
的
に
も
許

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　例
え
ば
、
龍
谷
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
、
教
員
紹
介

（W
ho's W

ho

）
を
ご
覧

い
た
だ
く
と
、
氏
名
の
み
で

本
人
の
「
専
門
分
野
」
や

「
発
表
論
文
」
や
「
著
書
」

を
含
む
主
な
活
動
等
に
つ
い

て
、
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な

い
教
員
が
存
在
す
る
。
こ
れ

は
法
律
上
に
お
い
て
も
、

ま
っ
た
く
許
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
る
。

　
　
　＊

　
　
　＊

　大
学
が
社
会
的
責
任
を
果

た
し
、
学
生
の
学
力
向
上
と

就
職
問
題
改
善
な
ど
、
教
員

の
積
極
的
な
活
動
が
従
前
よ

り
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。　校

友
会
は
、
ゼ
ミ
の
必
修

化
な
ど
も
含
め
、
親
和
会
と

も
連
動
し
な
が
ら
、
母
校
の

発
展
を
願
い
、
大
学
に
対
し

て
強
い
要
請
を
今
後
も
続
け

て
行
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

就
職
活
動
を
促
進
す
る
た

め
、
６
月
15
日
に
大
学
の
実

務
担
当
者
と
会
合
を
持
ち
、

強
力
な
支
援
体
制
構
築
へ
向

け
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　龍
谷
大
学
で
は
61
（
昭

36
）
年
に
経
済
学
部
を
創
設

し
て
以
来
、
経
営
学
部
、
法

学
部
、
と
次
々
に
学
部
を
開

設
し
て
多
数
の
卒
業
生
を
輩

出
し
て
き
た
。
そ
の
数
は
、

す
で
に
15
万
人
を
突
破
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
各
学
部
の

卒
業
生
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
お
い
て
重
責
を
担
う

人
物
も
多
く
出
て
き
て
い

る
。　帝

国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
㈱
の

主
要
企
業
情
報
に
よ
る
と
、

約
３
０
０
０
人
を
こ
え
る
校

友
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
う
ち
主
要
企

業
・
団
体
の
経
営
者
、
役
員

は
１
６
６
０
人
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
ら
主
要
企
業
・
法
人
の

う
ち
10
人
以
上
の
校
友
が
い

る
地
域
は
、
近
畿
２
府
５
県

で
６
７
４
社
。
東
京
58
社
、

広
島
36
社
、
岡
山
・
静
岡
各

18
社
、
岐
阜
・
愛
知
各
17

社
、
愛
媛
・
福
岡
各
16
社
、

北
海
道
・
福
井
各
13
社
、
島

根
14
社
、
鳥
取
12
社
、
千
葉

10
社
と
な
っ
て
い
る
。

　校
友
会
は
、
こ
の
よ
う
な

校
友
の
人
材
活
用
を
、
こ
れ

ま
で
何
度
か
大
学
に
提
案
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
今
回

の
実
務
者
レ
ベ
ル
で
の
話
し

合
い
と
な
っ
た
。

　具
体
的
に
は
校
友
会
が
帝

国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
㈱
の
校
友

情
報
を
購
入
し
て
大
学
に
寄

贈
す
る
。
こ
れ
を
受
け
た
大

学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
部

が
窓
口
と
な
っ
て
、
貴
重
な

校
友
の
情
報
を
、
在
学
生
や

就
職
希
望
の
校
友
に
対
し

て
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
に
な
る
。

卒
業
生
の
異
業
種

交
流
会
開
催
な
ど

　例
え
ば
、昨
秋
開
設
の
龍

谷
大
学「
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ

ス
」（
J
R
大
阪
駅
前
ヒ
ル
ト

ン
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
オ
フ
ィ
ス
タ

ワ
ー
14
階
）で
は
、企
業
や
団

体
の
管
理
職
に
つ
く
卒
業
生

を
対
象
に
し
た
異
業
種
交
流

会
や
、Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
に
よ
る
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
と
業
界
研
究
会
の

開
催
、リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

校
友
の
所
属
す
る
企
業
へ
の

就
職
活
動
の
た
め
の
訪
問
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。ま
た
、龍

谷
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）で
は
、こ
う
し
た
人

材
を
講
師
陣
と
し
て
、実
務

家
養
成
講
座
や
生
涯
学
習
講

座
を
展
開
す
る
。

　１
６
３
９（
寛
永
16
）年
に

創
設
さ
れ
、３
７
０
年
も
の
歴

史
を
誇
る
龍
谷
大
学
で
は
、

仏
教
界
に
多
く
の
有
為
な
人

材
を
送
り
出
し
て
き
た
が
、

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ
れ

て
半
世
紀
を
迎
え
た
今
、人

材
輩
出
の
主
流
は
、一
般
の
企

業・法
人
や
教
育
関
係
、あ
る

い
は
国
家・地
方
の
公
務
員
な

ど
の
分
野
へ
の
校
友
の
進
出
は

め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

　デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
校
友
の
み
な
ら
ず
、

大
学
側
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
、卒
業
生
は
全
面
協
力
を

ぜ
ひ
と
も
お
願
い
し
た
い
。

　他
の
大
学
で
は
、
既
に
こ

う
い
っ
た
校
友
の
人
材
活
用

を
数
年
も
前
か
ら
取
り
組
ん

で
お
り
、
大
学
の
組
織
の
中

に
「
校
友
課
」
と
い
う
形
で

実
現
化
し
活
用
さ
れ
て
い

る
。
本
学
は
一
歩
も
二
歩
も

遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

龍谷大学
ホームカミング・デー

11月７日（日）に開催（深草）
瀬田キャンパスは10月30日（土）

　第６回龍谷大学ホームカミング・デ
ーを11月７日（受付＝10 時 30 分～）
に開催します。受付で「学生模擬店利
用券」（1000 円相当）をお渡しします。
龍谷賞贈呈式（12 時～）や盛りだくさ
んのイベントをお楽しみ下さい。瀬田
キャンパスでは 10月30日（土）に開催。
詳細は６面。

本学大阪梅田キャンパスの就職セミナー

来
春
オ
ー
プ
ン

就
職
難
の
時
代
に
こ
そ

校
友

（卒業生）

は
全
面
協
力
を
！

待
望
の
竣
工
式

教
育
・
研
究
の
情
報
公
開
を
三
村
峯
男

校
友
会
長

人材情報を
大学に提供

校友会が〝就活〟支援

龍谷ミュージアム

初の仏教総合博物館

五
木
寛
之
氏
「
仏
教
と

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
講
演
会



Ryukoku University Alumni News No.712010（平成22）年10月1日 第71号（2）

　校
友
会
支
部
で
42
番
目
と

な
る
「
和
歌
山
県
・
海
南
有

田
支
部
」
が
６
月
26
日
に
設

立
さ
れ
た
。
会
員
は
海
南
市・

有
田
市・有
田
川
町・湯
浅
町・

広
川
町
に
在
住
、
勤
務
す
る

約
３
百
人
の
校
友
が
対
象
と

な
って
い
る
。

　支
部
設
立
の
動
き
は
、
今

春
発
行
の「
校
友
会
報
70
号
」

で
、
校
友
の
お
店
と
し
て
、

J
R
湯
浅
駅
前
の
「
か
ど
や

食
堂
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
。
会

報
を
読
ん
だ
道
澤
康
裕
さ
ん

（
06
年
文
卒
＝
社
会
人
入
学

＝
同
支
部
副
支
部
長
）
が
、

か
ど
や
食
堂
の
宮
井
功
さ
ん

（
80
年
営
卒
）
に
支
部
結
成

の
話
を
も
ち
か
け
、
約
10
人

の
校
友
に
よ
って
設
立
準
備
会

が
今
春
に
結
成
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
何
度
か
の
会
合
を

重
ね
、
校
友
会
本
部
事
務
局

と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
支
部
設
立
総
会

　今
年
の「
校
友
会
賞
」は
、

松
山
市
が
主
催
す
る
「
第
11

回
・
坊
ち
ゃ
ん
文
学
賞
」
大

賞
（
09
年
11
月
）
を
受
賞
し

た
村
長
沙
季
さ
ん
（
社
会
学

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
学
科
４
年
＝
ペ
ン

ネ
ー
ム
村
崎
え
ん
）に
決
定
、

贈
呈
式
を
行
っ
た
。

　村
長
さ
ん
は
１
年
生
の
と

き
の
授
業「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
論
」

で
書
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
学

ん
だ
こ
と
が
、「
坊
ち
ゃ
ん
文

学
賞
」に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

応
募
作
品
の『
な
れ
な
い
』は
、

就
職
活
動
の
体
験
を
も
と
に

綴
っ
た
も
の
で
、
１
１
３
８
人

の
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。

　「坊
ち
ゃ
ん
文
学
賞
」は
、

夏
目
漱
石
が
松
山
市
に
教
師

と
し
て
赴
任
し
た
と
き
の
出

来
事
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
小

説
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
ち
な

み
、
市
制
１
０
０
周
年
を
契

機
に
創
設
さ
れ
た
。
同
市
で

は
正
岡
子
規
な
ど
多
く
の
文

人
を
輩
出
し
て
い
る
。

　深
草
・
顕
真
館
で
の
降
誕

会
で
大
ぜ
い
の
学
生
た
ち
を

前
に
し
て
５
月
21
日
に
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
三
村
峯
男
校

友
会
長
か
ら
「
校
友
会
賞
」

の
賞
状
と
賞
金
、
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。

　村
長
さ
ん
は
「
１
年
生
で

と
っ
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
論
と
い

う
授
業
で
、
先
生
に
書
く
こ

と
の
楽
し
さ
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
の

受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
を
素

直
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
龍

谷
大
学
と
、
こ
こ
で
出
会
っ
た

多
く
の
人
た
ち
に
対
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で

す
」
と
、
受
賞
の
よ
ろ
こ
び

を
語
っ
た
。

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　６
月
26
日
（
土
）、
あ
い
に

く
の
雨
天
の
中
、
多
く
の
校

友
が
、
か
ど
や
食
堂
に
か
け

つ
け
た
。ま
ず
中
西
和
彦
さ
ん

（
80
年
営
卒
）
が
議
長
と
な

り
、
海
南
有
田
支
部
の
規
約

の
承
認
、
役
員
選
出
を
行
っ

た
。
次
に
新
支
部
長
と
な
っ

た
市
原
静
夫
さ
ん
（
72
年
営

卒
）
が
挨
拶
し
て
、
山
西
寛

副
支
部
長
（
72
年
済
卒
）
な

ど
の
各
役
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
来
賓
と
し
て
、
阪

口
新
太
郎
校
友
会
副
会
長

（
76
年
営
卒
）
が
校
友
会
の

現
状
に
つい
て
、
次
に
大
学
を

代
表
し
て
西
垣
泰
幸
副
学
長

が
挨
拶
し
、
龍
谷
大
学
の
第

５
次
長
期
計
画
な
ど
に
つい
て

述
べ
た
。

　和
歌
山
県
・
海
南
有
田
支

部
は
校
友
会
の
地
域
支
部
と

し
て
は
28
番
目
（
休
止
中
を

除
く
）
で
、
設
立
に
向
け
て

40
人
の
校
友
が
会
員
と
し
て

名
を
連
ね
、
９
月
12
日
の
発

足
記
念
講
演
会
を
皮
切
り

に
、支
部
事
業
が
進
め
ら
れ
る
。

　※
海
南
有
田
地
域
の
校
友

は
支
部
事
務
局
＝
〒
６
４
３-

０
０
０
４
有
田
郡
湯
浅
町

１
１
０
９-

1「
か
ど
や
食
堂
」

☎
０
７
３
7-

６
２-

２
６
６
７

（
宮
井
功
事
務
局
長
）
へ

　地
方
か
ら
入
学
の
新
入
生

を
対
象
と
し
た
「
ふ
る
さ
と

タ
イ
ム
」（
大
学
・
校
友
会
・

親
和
会
共
催
）
が
４
月
７
日

17
時
か
ら
、
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
在
学
中

の
龍
谷
大
学
へ
の
帰
属
意
識

を
高
め
、
卒
業
後
、
帰
郷
し

た
と
き
に
地
元
の
校
友
会
地

域
支
部
に
積
極
的
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
の
も

　「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
龍
谷

大
学
と
鳥
取
県
と
の
就
職
に

関
す
る
相
互
支
援
協
定
が
７

月
14
日
に
結
ば
れ
た
。

　県
外
進
学
者
の
約
半
数
が

関
西
圏
に
進
学
し
て
い
る
鳥

取
県
で
は
、
企
業
の
人
材
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
県
は
地
域
活
性
化

政
策
の
一
環
と
し
て
、
龍
谷

大
学
と
連
携
し
て
相
互
の
就

職
支
援
活
動
を
主
目
的
と
し

と
に
、
08
年
か
ら
始
ま
り
、

今
年
で
３
回
目
と
な
る
。

　会
場
を
北
海
道
か
ら
沖
縄

同
郷
の
新
入
生
集
う

　
　
　

 

３
回
目
を
迎
え
た
「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」

龍
谷
大
が
鳥
取
県
と
就
職
協
定

た
協
定
を
締
結
し
た
。

　調
印
式
に
は
若
原
道
昭
学

長
と
平
井
伸
治
知
事
を
は
じ

め
、
県
下
の
主
要
企
業
関
係

者
が
出
席
し
、
協
定
書
が
取

り
交
わ
さ
れ
た
。
調
印
式
終

了
後
は
、
鳥
取
県
出
身
の
龍

大
生
約
60
人
が
参
加
し
、
県

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
食

べ
な
が
ら
交
流
し
た
。

　大
学
と
自
治
体
と
の
就
職

に
関
す
る
協
定
は
、
全
国
初

の
ケ
ー
ス
で
も
あ
る
。

初
対
面
で
も
す
ぐ
友
達
に

12

5 4

3

6

お
気
に
入
り
の
「
校
友
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ー
ク
」
を

1
点
選
ん
で
ハ
ガ
キ
で
応
募
を
!

　記
念
品
を
進
呈

　会
報
70
号
で
募
集
の
校
友
会
オ
リ
ジ
ナ

ルマ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
が
多
数
の
校
友
か
ら

寄
せ
ら
れ
、
左
の
６
点
が
最
終
選
考
さ
れ

ま
し
た
。

〈
応
募
方
法
〉
官
製
ハ
ガ
キ
に
卒
業
年
・

学
部
・
氏
名
と
、
左
の
①
か
ら
⑥
ま
で
い

ず
れ
か
１
点
の
番
号
を
お
書
き
い
た
だ

き
、
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

〈
送
付
先
〉
〒
６
１
２‐８
５
７
７
京
都
市

伏
見
区
深
草
塚
本
町
67

　龍
谷
大
学
校

友
会
事
務
局
マ
ー
ク
係
ま
で
。

〈
記
念
品
を
進
呈
〉
応
募
い
た
だ
い
た
100

名
の
校
友
に
校
友
会
グ
ッ
ズ
を
進
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

龍谷大学の頭文字を伝統
的文字でアレンジし、王
者の冠を付けた作品

大学の学舍に校友が集う
イメージを造形化したもの

シンボルの大宮本館をアレンジし
大学のRと校友会のAが支える

龍谷大学の頭文字Rと龍がからむ
現代感覚の作品

Rは龍・Kは谷、冠は学業達成の象徴。向き合う
2匹の龍は母校と卒業生で、お互いの発展を願う

校章の「八角菊くずし」
と「三宝章」をフルに
活用したデザイン

ま
で
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

教
員
や
校
友
会
役
員
と
軽
食

を
共
に
し
な
が
ら
懇
談
し

た
。
参
加
学
生
の
７
ブ
ロ
ッ

ク
の
内
訳
は

①
北
海
道
・

東
北
13
人
②

関
東
・
中
部

60
人
③
北
陸

33
人
④
⑤
中

国
1
0
2
人
⑥
四
国
51
人
⑦

九
州
・
沖
縄
20
人
、
そ
の
他

４
人
を
含
め
２
８
３
人
。

　今
回
は
龍
大
へ
の
入
学
者

が
西
日
本
の
大
学
の
中
で
最

多
の
鳥
取
県
か
ら
、
県
庁
の

関
西
本
部
ス
タ
ッ
フ
４
人
が

か
け
つ
け
、「
卒
業
後
は
ぜ

ひ
地
元
で
就
職
を
」
と
、
県

下
の
企
業
・
団
体
の
資
料
を

配
っ
て
ア
ピ
ー
ル
。
同
県
出

身
の
若
原
道
昭
学
長
も
加
わ

っ
て
、新
入
生
と
懇
談
し
た
。

　ま
た
、
瀬
田
と
深
草
を
結

ぶ
臨
時
バ
ス
が
運
行
し
、「
３

キ
ャ
ン
パ
ス
新
入
生
交
流

会
」
と
な
っ
て
、
19
時
半
ま

で
会
場
は
賑
わ
っ
た
。

前列右から3人目が市原静夫支部長

中川和彦さんによる議事進行

「
校
友
会
賞
」
と
「
坊
ち
ゃ
ん
文
学
賞
」
の
村
長
さ
ん

校友会支部で42番目
村長 沙季さん

第10回「校友会賞」に
「坊ちゃん文学賞」の 和

歌
山
県
・
海
南
有
田
支
部 

誕
生
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款　 　　　項　科目 予算額①   　  決算額②　 　 差異額（②－①） 
Ⅰ．収入の部
１　　会費 182,990,000 182,980,000 △ 10,000
　　　　１　会費 137,970,000 137,880,000 △ 90,000
　　　　２　予納金  45,020,000 45,100,000  80,000
２　　寄付金 1,000 0  △ 1,000
３　　龍谷会館利用料収入 600,000 289,500 △ 310,500
４　　広告料収入 30,000 0 △ 30,000
５　　提携カード収入 150,000 144,674 △ 5,326
６　　雑収入 50,000 0 △ 50,000
７　　その他の収入 0 416,714 416,714
８　　名簿売上収入 O 0 0
当年度収入合計 (A)  183,821,000 183,830,888 9,888
前年度繰越金 36,548,775 42,327,983 5,779,208
収入合計 (B) 220,369,775 226,158,871  5,789,096
Ⅱ．支出の部
１　　事業費 173,771,000 153,639,488 △ 20,131,512
２　　運営費 13,350,000 8,163,890 △ 5,186,110
３　　施設設備費 350,000 0 △ 350,000
４　　龍谷会館施設利用費 600,000 289,500 △ 310,500
５　　新同窓会預り金 0 0 0
６　　積立金 22,504,449 21,376,714 △ 1,127,735
７　　予備費 9,794,326 0 △ 9,794,326
当年度支出合計 (C) 220,369,775 183,469,592 △ 36,900,183
当年度収支差額 (A)-(C) △ 36,548,775 361,296 36,910,071
次年度繰越金 (B)-(C)  0  42,689,279  42,689,279

　龍
谷
大
学
は
J
R
京
都
駅

八
条
口
前
（
南
）
の
ア
バ
ン

テ
ィ
９
階
の
旧
ア
バ
ン
テ
ィ

ホ
ー
ル
（
南
区
東
九
条
西
山

王
町
）
を
京
都
市
か
ら
取
得

し
、
今
年
５
月
か
ら
「
龍
谷

大
学
ア
バ
ン
テ
ィ
響
都
ホ
ー

ル
」（
略
称
＝
龍
大
ホ
ー
ル
）

と
命
名
し
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
。
開
館
式
は
５
月
19
日
に

挙
行
さ
れ
、
橘
理
事
長
や
若

原
学
長
を
は
じ
め
、
京
都
市

の
関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人

が
参
加
し
た
。

　京
都
駅
か
ら
す
ぐ
の
「
龍

大
ホ
ー
ル
」
に
は
、
３
６
２

人
収
容
の
舞
台
付
大
ホ
ー
ル

と
楽
屋
２
室
（
シ
ャ
ワ
ー
設

備
）、
32
人
収
容
の
会
議
室

な
ど
を
備
え
て
い
る
。
主
に

大
学
の
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
の

発
表
会
場
と
し
て
の
利
用
が

見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
龍
谷

大
学
の
生
涯
学
習
講
座
や
公

開
講
演
会
を
は
じ
め
、
従
来

か
ら
の
市
民
の
文
化
活
動
の

場
と
し
て
、
校
友
に
も
有
償

で
貸
し
出
し
さ
れ
る
。

　利
用
料
金
は
大
ホ
ー
ル
で

３
万
６
千
円
〜
６
万
１
千
円

（
午
前
・
午
後
・
夜
間
・
休

日
に
よ
っ
て
異
な
る
）、
会

議
室
で
３
千
円
〜
４
千
５
百

円
。
問
い
合
わ
せ
は
龍
大
ホ

ー
ル
事
務
室
☎
０
７
５

（
６
７
１
）
５
６
７
０
へ
。

〈
龍
大
の
野
球
部
時
代
は
？
〉

　私
が
敦
賀
高
校
３
年
の
と

き
、
あ
る
大
学
に
進
学
が
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
中
学
校
の
恩
師
に
、
龍
大

に
は
西
村
進
一
と
い
う
素
晴

ら
し
い
監
督
さ
ん
が
い
る
か

ら
、
ぜ
ひ
こ
の
監
督
の
も
と

へ
と
。
龍
大
に
入
学
し
た
１

年
生
の
秋
の
試
合
で
足
首
を

ネ
ン
ザ
し
て
、
１
年
間
野
球

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

松
葉
杖
で
授
業
に
出
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
よ
か

っ
た
の
で
す
ね
。
キ
ャ
プ
テ

ン
に
な
っ
た
４
年
生
の
と

き
、残
す
は
１
科
目
の
み
で
、

お
か
げ
で
教
職
課
程
が
取
れ

て
、
私
の
教
諭
人
生
の
ス
タ

ー
ト
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　福
井
商
の
野
球
部
監
督
に

な
っ
た
１
年
目
の
春
は
、
部

員
が
28
人
ほ
ど
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
夏
に
は
、

た
っ
た
３
人
の
部
員
だ
け
で

練
習
し
た
こ
と
が
思
い
出
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
私
も

若
か
っ
た
の
で
、
徹
底
し
た

ス
パ
ル
タ
練
習
を
や
っ
た
か

ら
で
す
。

〈
い
つ
頃
か
ら
今
の
よ
う
な

指
導
法
に
〉

　世
の
中
の
移
り
変
わ
り
と

共
に
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

ね
。
私
た
ち
は
あ
く
ま
で
高

校
の
部
活
動
の
一
環
と
し
て

野
球
を
や
っ
て
い
ま
す
。
選

手
の
人
間
性
を
磨
く
と
い
う

の
が
、最
大
の
テ
ー
マ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
や
が
て
大
き

な
木
に
育
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
幹
の
部
分
を
作
っ
て
い

く
と
い
う
の
が
、
高
校
時
代

で
し
ょ
う
。

　「
愛
さ
れ
る
野
球
部
」
と

い
う
の
が
、
私
の
口
ぐ
せ
で

す
。福
井
商
の
野
球
部
員
は
、

私
が
指
示
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
に
、
冬
場
の
学
校
の
雪

か
き
や
、
早
朝
に
ト
イ
レ
の

掃
除
を
自
主
的
に
や
っ
て
く

れ
る
。

　ま
た
福
井
商
の
野
球
部
は

年
間
、
約
60
日
は
練
習
を
し

ま
せ
ん
。
甲
子
園
出
場
校
の

中
で
、
そ
ん
な
学
校
は
多
く

は
な
い
で
し
ょ
う
。
試
験
前

は
土
日
で
も
、
朝
か
ら
晩
ま

で
野
球
部
員
の
補
習
を
や
っ

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
は
、
幅
の
広
い
人
間
に
な

れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
私
は
こ

う
し
た
経
験
か
ら
「
人
間
的

成
長
な
く
し
て
、
強
い
チ
ー

ム
は
で
き
な
い
」
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〈
42
年
間
を
振
り
返
っ
て
い

た
だ
く
と
…
〉

　福
井
商
の
野
球
部
は
、
奥

ゆ
か
し
い
と
い
う
県
民
性
か

ら
、
フ
ァ
イ
ト
が
表
に
出
な

い
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
す

が
、
雪
国
独
特
の
ね
ば
り
強

さ
が
あ
り
ま
す
。
全
国
の
強

　法
然
上
人
８
０
０
回
忌
と

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
忌
の
大

遠
忌
を
来
年
に
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
07
年
７
月
に
京
都
南

座
で
幕
を
開
け
た
劇
団
前
進

座
の
公
演
「
法
然
と
親
鸞
」

は
、
名
古
屋
、
大
阪
、
東
京

な
ど
の
大
都
市
で
、
の
べ
約

25
万
人
の
観
客
が
会
場
に
駆

け
つ
け
た
。
そ
こ
で
、「
法

然
と
親
鸞
」
海
外
公
演
実
行

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
浄
土

宗
を
は
じ
め
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
や
真
宗
大
谷
派
、（
財
）

仏
教
伝
道
協
会
が
協
賛
し
、

龍
谷
大
学
と
校
友
会
も
支
援

し
て
い
る
。

　法
然
上
人
は
中
村
梅
之
助

さ
ん
、
親
鸞
聖
人
に
は
嵐
圭

史
さ
ん
が
扮
す
る
。

　海
外
上
演
の
概
要
は
以
下

の
通
り
。

■
ア
ラ
タ
ニ
日
米
劇
場
／
ロ

　サ
ン
ゼ
ル
ス

　11
月
６
日（
土
）７
日（
日
）

■
ゼ
ラ
バ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
Ｕ

　Ｃ
バ
ー
ク
レ
イ
）

　11
月
14
日（
日
）

■
ハ
ワ
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
／

　ホ
ノ
ル
ル

　11
月
20
日（
土
）21
日（
日
）

〈
海
外
公
演
―
募
金
窓
口
〉

「
法
然
と
親
鸞
」
海
外
公
演

実
行
委
員
会
＝
東
京
都
武
蔵

野
市
吉
祥
寺
南
町
３
‐
13
‐

２ 

☎
０
４
２
２
‐
４
４
‐

２
１
１
０
（
前
進
座
内
）

北
野
尚
文
さ
ん
に
聞
く

豪
校
に
対
し
て
、
ね
ば
っ
て

ね
ば
っ
て
、
決
し
て
あ
き
ら

め
ず
に
立
ち
向
か
っ
て
き
ま

し
た
。

　福
井
商
か
ら
過
去
６
人
ほ

ど
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
出
て

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
選
手

は
例
外
中
の
例
外
で
す
。
県

立
で
学
力
レ
ベ
ル
が
高
い
の

で
、
い
く
ら
野
球
の
能
力
が

高
く
て
も
入
学
で
き
な
い
の

で
す
。
さ
ら
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
サ
ッ
カ
ー
部
と
共
に
使
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
「
み
ん

な
で
戦
う
」
と
い
う
よ
り
、

「
み
ん
な
で
ね
ば
り
強
く
戦

う
し
か
な
い
」
の
で
す
ね
。

突
出
し
た
能
力
の
選
手
を
軸

に
し
た
と
き
よ
り
、
み
ん
な

で
戦
う
し
か
な
か
っ
た
と
き

の
ほ
う
が
、
結
果
と
し
て
い

い
成
績
を
残
し
て
い
る
。

　野
球
と
い
う
の
は
、
決
し
て

一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
チ
ー

ム
は「
運
命
共
同
体
」で
す
。

こ
れ
ま
で
私
は
、多
く
の
「
野

球
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
」

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が

い
ち
ば
ん
の
幸
せ
で
す
。
さ
ら

に
、
そ
の
チ
ー
ム
を
愛
す
る

保
護
者
の
存
在
で
す
。
公
立

校
で
す
か
ら
、
保
護
者
の
か

た
が
た
に
助
け
て
い
た
だ
か
な

い
と
、
や
って
い
け
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

　野
球
を
愛
す
る
子
ど
も
た

ち
と
、
チ
ー
ム
を
愛
す
る
保

護
者
や
先
生
が
た
、
卒
業
生

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
こ

そ
、
私
の
監
督
人
生
を
ま
っ

と
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　私
は
い
つ
も
「
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
」
と
、
選

手
た
ち
に
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
、
今

の
私
の
心
境
で
す
。

北野尚文(きたの・なおふみ)＝64(昭39)年
に県立敦賀高等学校から龍谷大学経済学
部へ入学。68年卒業と共に県立福井商業
高校教諭、硬式野球部監督に就任。42年
間で36回甲子園に出場。78年には北陸勢
初の選抜大会準優勝を果たし、86～91年
には８季連続甲子園出場し、名将として
知られる。旧関西六大学時代は外野手と
して、４年時は主将。91年に校友会「龍
谷奨励賞」。

　10
月
９
日
（
土
）
13
時
半

か
ら
河
村
典
子
氏
（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）と
白
土
文
雄
氏（
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
）
の
両
氏
に
よ

る
バ
ッ
ハ
の
作
品
を
中
心
と

し
た
演
奏
会
が
大
宮
キ
ャ
ン

パ
ス
本
館
（
重
文
）
で
開
催

さ
れ
る
。
両
氏
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
活
躍

す
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
奏
者

で
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
の
矢
貫
隆
さ
ん
（
09
年
龍

谷
奨
励
賞
、
77
年
営
卒
）
と

親
交
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
回
の
企
画
へ
と
発
展
し
た
。

　「
親
鸞
と
バ
ッハ
」
と
名
付

け
ら
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ま

ず
前
田
智
子
氏
の
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
に
よ
る
「
無
明
長
夜
」
演

奏
と
西
本
願
寺
の
僧
侶
に
よ

る
読
経
か
ら
始
ま
り
、
バッハ

の
「
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ

ナ
タ
第
３
番
」
な
ど
数
曲
が

演
奏
さ
れ
る
。
入
場
無
料
だ

が
、
収
容
人
数
に
制
限
が
あ

る
の
で
要
予
約
。申
し
込
み
は

「
オ
フ
ィ
ス
Ｎ
」offi  cen_

info@
yahoo.co.jp

か
「Bar

十
月
」
☎
０
３-

５
２
７
２-

１
１
７
１
（
月
〜
土
17
時
〜

24
時
）
ま
で
。

大
宮
本
館
講
堂
で

「
親
鸞
と
バ
ッ
ハ
」

コ
ン
サ
ー
ト

10
月
９
日
（
土
）

三
好
芫
山
さ
ん

京
都
で
第
50
回
目

「
尺
八
リ
サ
イ
タ
ル
」

10
月
10
日
（
日
）

林
家
染
二
さ
ん
10
月
23
日（
土
）独
演
会

京
都
御
所
前
の
宿
泊
と
研
修
施
設

龍
谷
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
と
も
い
き
荘
」

2009 年度　龍谷大学校友会決算　    （単位：円）

※予算表は、龍谷大学会計基準に準じて作成しております。

〈
場
所
〉

京
都
市
上
京
区
室
町
通
り
下

長
者
町
下
ル
近
衛
町
＝
地
下

鉄
烏
丸
線
丸
太
町
駅
下
車
徒

歩
５
分
。
御
所
西
隣
り
。

〈
利
用
申
し
込
み
〉

３
ヶ
月
前
か
ら
２
日
前
（
土

日
祝
・
休
館
日
除
く
）
に
、

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
を
郵

送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

〈
申
し
込
み
窓
口
〉

〒
６
１
２‐８
５
７
７
京
都
市

伏
見
区
深
草
塚
本
町
67
（
総

　国
内
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
世
界
各

国
で
演
奏
活
動
を
続
け
て
き

た
都
山
流
尺
八
の
三
好
芫
山

さ
ん
（
68
年
済
卒
＝
92
年
龍

谷
奨
励
賞
）
が
、
10
月
10
日

（
日
）
午
後
１
時
よ
り
京
都

務
課
）

☎
０
７
５‐６
４
５‐７
８
９
０

FAX
０
７
５‐６
４
２‐８
８
６
７

〈
利
用
料
金
〉

施
設
使
用
料
１
室
２
千
円
と

１
人
あ
た
り
宿
泊
料
３
千

円
。
１
１
７
人
定
員
の
研
修

室
は
午
前
午
後
各
２
万
円
、

24
人
定
員
は
午
前
午
後
各

５
千
円
。（
詳
細
は
「
と
も

い
き
荘
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

※
龍
谷
会
館
（
深
草
）
は
09

年
８
月
31
日
を
も
って
閉
館
。

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
（
地
下

鉄
烏
丸
線
北
山
駅
下
車
す

ぐ
）
で
、
第
50
回
目
と
な
る

「
三
好
芫
山
尺
八
リ
サ
イ
タ

ル
」
を
開
催
す
る
。
出
演
者

は
他
に
中
尾
都
山
・
都
山
流

宗
家
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
奏

者
の
ツ
ト
ム
・
ヤ
マ
シ
タ
氏
。

　10
月
23
日
（
土
）
17
時
30

分
開
場
、
御
堂
会
館
（
南
御

堂
）。演
目
は「
御
神
酒
徳
利
」

「
し
じ
み
売
り
」。
ゲ
ス
ト
に

狂
言
の
茂
山
逸
平
さ
ん
の
ほ

か
、
島
田
洋
海
さ
ん
な
ど
。

５月19日の「龍大ホール」開館式

一
般
貸
し
出
し

校
友
利
用
Ｏ
Ｋ

米
国
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

右
が
親
鸞
聖
人
、
左
が
法
然
上
人

龍大アバンティ響都ホール

京
都
駅
前
に
オ
ー
プ
ン

野
球
を
通
し
て
人
間
を
育
て
る

野
球
を
愛
す
る
部
員
た
ち
と
共
に

米
国
で
「
法
然
と
親
鸞
」

劇
団
前
進
座
公
演

　校
友
会
も
支
援

ね
ば
り
強
く
戦
っ
た
42
年
間
。
今
年
度
に

退
任
す
る
福
井
商
業
高
校
野
球
部
監
督
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―
―
学
生
時
代
の
思
い
出
は

　

父
の
転
勤
で
大
阪
へ
、
吹

田
市
青
山
台
小
で
３
年
か
ら

サ
ッ
カ
ー
部
に
入
り
、
吹
田

東
高
校
で
は
、
強
豪
揃
い
の

大
阪
で
３
位
に
な
り
ま
し

た
。
数
学
が
好
き
だ
っ
た
の

で
、
理
工
系
の
大
学
を
考
え

た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、
龍
谷
大
学
の
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー

部
時
代
は
、
関
西
学
生
リ
ー

グ
２
部
ど
ま
り
で
し
た
。

　

当
時
の
練
習
場
は
深
草
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
の
で
、

学
校
へ
は
毎
日
通
っ
て
は
い

ま
し
た（
笑
）。
経
済
学
部
で

は
、「
経
済
原
論
」
が
必
須

科
目
で
、と
に
か
く
難
し
い
。

こ
れ
を
ク
リ
ア
し
な
い
と
２

年
か
ら
３
年
に
上
が
れ
ま
せ

ん
。
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
必

須
か
ら
外
れ
ま
し
た
。
や
れ

や
れ
と
い
う
思
い
で
し
た
。

―
―
な
ぜ
日
立
造
船
情
報
シ

ス
テ
ム
へ

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
車
と
薬

の
会
社
３
社
に
内
定
を
も
ら

い
ま
し
た
が
、
選
ん
だ
の
は

日
立
造
船
情
報
シ
ス
テ
ム
㈱

と
い
う
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
社

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
き

な
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
に
な
れ
と
…
…
。

20
数
年
前
の
話
で
す
か
ら
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
触
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
っ
て
何
？
」
と
い

う
世
界
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

　

し
か
し
、
半
年
で
経
理
部

門
（
後
に
こ
の
経
験
が
役
に

立
つ
）
に
移
り
、
こ
こ
で
２

年
間
。
再
び
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

に
戻
り
、
日
立
造
船
の
財
務

や
管
理
部
門
の
デ
ー
タ
管
理

を
し
た
り
、
社
員
２
万
人
を

か
か
え
る
企
業
の
決
算
ま

で
、
俺
な
ん
か
に
ま
か
せ
て

い
い
の
か
と
（
笑
）。

　

そ
ん
な
中
で
私
た
ち
は
パ

ソ
コ
ン
で
独
自
の
ソ
フ
ト
を

開
発
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば

１
年
間
で
何
千
人
も
の
社
員

が
、
総
務
部
へ
会
議
室
の
予

約
の
電
話
を
入
れ
ま
す
。
そ

れ
を
Ｐ
Ｃ
で
予
約
受
付
を
す

る
の
で
す
。
役
員
動
勢
表
を

作
っ
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
な
ど
も
Ｐ
Ｃ
で
行
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
生
か
し

て
96
年
に
は
、「
ホ
テ
ル
の

窓
口
」
と
い
う
事
業
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
社
内
の
会
議

室
が
ホ
テ
ル
に
代
わ
っ
た
だ

け
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
人
口
増

加
と
共
に
、
00
年
に
は
「
マ

イ
ト
リ
ッ
プ
・
ネ
ッ
ト
」
と

し
て
独
立
。
売
上
30
億
円
で

経
営
利
益
10
億
円
は
、
世
間

で
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た

が
、
巨
額
の
借
金
を
か
か
え

て
い
た
日
立
造
船
で
は
10
億

円
は
利
子
に
も
な
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
で
「
楽
天
」

か
ら
私
に
声
が
か
か
っ
た
の

で
す
。

　

私
は
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
は
近
い
将
来
、
必
ず
日

本
一
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
し
た
。「
マ
イ
ト
リ
ッ
プ
」

か
、
そ
れ
と
も
「
楽
天
」
か

―
ど
ち
ら
の
ス
テ
ー
ジ
で
フ

ァ
イ
ト
す
る
か
を
考
え
、
後

者
を
選
択
し
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
04
年
に
は
「
楽

天
」
が
「
マ
イ
ト
リ
ッ
プ
」

の
株
を
１
０
０
％
取
得
し
、

私
が
も
と
も
と
い
た
会
社
と

合
体
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。〝
裏
切
り
者
〟
の
汚
名

が
少
し
は
晴
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
経
営
理
念
は
？

　

革
新
的
な
ト
ラ
ベ
ル
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
よ
り
、
よ
り
多
く

の
豊
か
な
〝
出
会
い
〟
を
創

造
す
る
と
い
う
の
が
、
私
ど

も
の
理
念
で
す
。
た
だ
、
個

人
的
に
は
「
よ
く
遊
べ
、
よ

く
学
べ
」
で
す
ね
。

―
―
今
後
の
目
標
は
？

　

私
ど
も
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、

大
半
が
個
人
で
す
。
団
体
を

取
り
扱
う
に
は
、
ま
だ
ま
だ

岡武公士（おかたけ・まさし）＝1959年東京生ま
れ。84年に龍谷大学経済学部（金子甫ゼミ）を卒
業し、日立造船情報システム㈱に入社。96年「ホ
テルの窓口」を開発。00年に同社マイトリップ・
ネット㈱取締役に就任。02年、楽天㈱に入社し楽
天トラベル準備室長、執行役員を経て、04年に韓
国楽天トラベル㈱代表取締役、04年にマイトリッ
プ・ネット㈱と楽天トラベル㈱合併により取締役副
社長、07年に楽天トラベル㈱代表取締役社長に就
任。現在に至る。その他 関連会社の社長を兼務。

校友●Who's Who

岡武 公士さ
ん

楽天トラベル㈱代表取締役社長

めざすは旅行業界
総合力No.1

　

長
野
県
出
身
で
日
本
文
化

の
こ
こ
ろ
を
撮
り
続
け
た
写

真
家
の
藤
本
四
八
・
元
日
本

写
真
家
協
会
会
長
に
ち
な
ん

だ
写
真
文
化
賞
に
井
上
博
道

さ
ん
（
54
年
文
卒
・
91
年
龍

谷
賞
）
が
選
ば
れ
た
。

　

井
上
さ
ん
が
受
賞
し
た
の

は
プ
ロ
写
真
家
部
門
で
、
奈

良
を
舞
台
に
し
た
数
々
の
受

賞
作
品
は
東
京
・
銀
座
の
キ

ャ
ノ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
、
飯

田
市
美
術
博
物
館
で
展
示
さ

れ
た
。

校
友
短
信

東京都品川区にある本社ビル（楽天タワー）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
不
向
き

で
す
。
現
在
、
Ａ
Ｎ
Ａ
さ
ん

と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
を
手
が

け
て
い
ま
す
が
、
飛
行
機
や

ホ
テ
ル
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
予

約
の
み
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
。
バ
ス
も
入
れ
な
い
と
い

け
な
い
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
、
お
土
産
屋

さ
ん
の
予
約
も
必
要
で
す
。

お
客
様
が
必
要
と
す
る
一
切

の
も
の
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
て
、
自
由
に
組
み
合
わ
せ

て
選
ん
で
い
た
だ
く
の
で
す
。

　

目
指
す
と
こ
ろ
はＪ
Ｔ
Ｂ

さ
ん
を
抜
い
て
、
旅
行
業
界

で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
る
こ

と
で
す
。
当
社
の
昨
年
度
の

営
業
利
益
88
億
円
は
、
Ｈ
Ｉ

Ｓ
さ
ん
を
抜
い
て
、
旅
行
業

界
で
は
１
位
で
し
た
が
、
売

上
や
取
扱
高
で
はＪ
Ｔ
Ｂ
さ

ん
に
と
て
も
及
び
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
具
体
的
な
目
標
を

設
定
し
な
い
と
、
進
む
方
向

が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
大
き

な
目
標
が
あ
る
と
、
そ
こ
か

ら
逆
引
き
し
て
、
今
何
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。
当

社
が
取
り
組
ん
で
い
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
が
完
成
す
れ
ば
、

は
じ
め
て
大
手
旅
行
代
理
店

と
同
じ
ス
テ
ー
ジ
立
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。目
標
達
成
は
、

そ
れ
か
ら
で
す
。

（
聞
き
手
＝
米
田
）

大
原
久
次
さ
ん

　
２
月
27
日
、104
歳
で
逝
去
。

大
原
さ
ん
は
36（
昭
11
）年
、

本
科（
文
学
部
）を
卒
業
し
、

姫
路
南
高
校
、
淳
心
学
院
な

ど
の
教
諭
を
経
て
、
90
歳
ま

で
マ
リ
ア
幼
稚
園
園
長
を
つ
と

め
、
ロ
ー
マ
法
王
よ
り
表
彰
さ

れ
る
な
ど
70
年
間
に
及
ぶ
教

員
生
活
を
送
っ
た
。
07
年
の

龍
谷
賞
贈
呈
式
で
校
友
会
が

大
原
さ
ん
を
特
別
表
彰
し
、

多
く
の
校
友
を
元
気
づ
け
た
。

浅
井
成
海
さ
ん

　
６
月
６
日
、75
歳
で
逝
去
。

浅
井
名
誉
教
授
は
大
学
院
博

士
課
程
真
宗
学
専
攻
を
61

（
昭
36
）
年
に
終
え
、
短
大

講
師
を
経
て
80
年
に
文
学
部

教
授
、
97
年
か
ら
99
年
ま
で

龍
谷
大
学
の
宗
教
部
長
を
つ

と
め
た
。
法
然
上
人
を
は
じ

め
、
初
期
鎌
倉
浄
土
教
研
究

が
中
心
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

佐
伯
龍
幸
さ
ん

　

真
言
律
宗
総
本
山
・
西
大

寺
（
奈
良
市
）
執
事
長
の
佐

伯
龍
幸
さ
ん
が
７
月
４
日
に

逝
去
。
80
歳
。
佐
伯
さ
ん
は

52
（
昭
27
）
年
に
文
学
部
卒

業
で
、
96
年
か
ら
西
大
寺
の

執
事
長
に
就
任
し
、
校
友
会

奈
良
県
支
部
副
支
部
長
。
自

坊
は
西
大
寺
塔
頭
の
清
浄
院
。

藤
本
四
八
写
真
文
化
賞

に
井
上
博
道
さ
ん

藤
井
勇
治
さ
ん

滋
賀
県 

長
浜
市
長
に

　

05
年
に
龍
谷
大
学
法
学
部

出
身
で
前
衆
議
院
議
員
の
藤

井
勇
治
さ
ん
（
73
年
卒
）
が
、

２
月
の
長
浜
市
長
選
挙
で
初

当
選
を
決
め
た
。
藤
井
さ
ん

は
木
坂
順
一
郎
名
誉
教
授
の

ゼ
ミ
出
身
。
１
市
６
町
の
合

併
に
伴
う
今
回
の
市
長
選
で

市
政
刷
新
を
掲
げ
、
税
金
の

無
駄
づ
か
い
を
な
く
そ
う
と

訴
え
て
、
現
職
候
補
を
大
き

く
リ
ー
ド
し
て
当
選
し
た
。

　

新
市
長
と
な
っ
た
藤
井
さ

ん
は
、
新
し
い
町
づ
く
り
に

向
け
て
、「
垣
根
を
こ
え
て

特
性
を
生
か
し
、
一
体
感
あ

る
長
浜
市
を
築
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

　

訃  

報

写真は長浜市HPより



Ryukoku University Alumni News No.71（5）第71号 2010（平成22）年10月1日

　私
は
龍
谷
大
学
法
学
部
の

石
塚
伸
一
ゼ
ミ
で
、
刑
事
政

策
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

龍
大
法
科
大
学
院
が
掲
げ
る

「
市
民
の
た
め
に
働
く
法
律

家
」
養
成
の
理
念
は
、
当
時

の
学
部
で
も
ゼ
ミ
な
ど
に
反

映
さ
れ
て
い
て
、
弁
護
士
と

い
う
仕
事
の
魅
力
に
惹
か
れ

て
い
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

国
際
的
な
仕
事
を
し
た
い
と

い
う
思
い
は
以
前
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
夢
を
一
歩
現

実
に
近
づ
け
て
く
れ
た
の

が
、
龍
大
で
の
交
換
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
１
年
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ロ
イ
ヤ

ル
メ
ル
ボ
ル
ン
工
科
大
学
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　留
学
中
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
（
Ｎ
Ｓ
Ｗ
）
州

の
法
曹
認
定
協
会
に
、
准
法

学
士
号
取
得
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
す
。
私
が
進
み
た
い
方
向

に
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
て
い
た
の

で
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。05
年
に
龍
大
を
卒
業
後
、

３
年
間
で
准
法
学
士
号
を
取

り
、
司
法
修
習
を
経
て
、
は

れ
て
昨
年
の
10
月
９
日
に
Ｎ

Ｓ
Ｗ
州
の
弁
護
士
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　弁
護
士
資
格
の
授
与
式
は

Ｎ
Ｓ
Ｗ
州
の
最
高
裁
判
所
で

行
わ
れ
、
私
の
名
前
が
判
事

に
呼
ば
れ
て
正
式
な
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

私
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
ら
れ

な
い
日
に
な
り
ま
し
た
。

　18
世
紀
末
に
英
国
人
が
移

　学
友
会
学
術
文
化
局
の
邦

楽
部
が
百
周
年
を
迎
え
た
。

創
設
は
１
９
１
０
（
明
43
）

年
４
月
で
、
龍
谷
大
学
の
文

化
系
サ
ー
ク
ル
は
1
8
9
6

（
明
19
）
年
創
部
の
文
芸
部

を
筆
頭
に
、
1
9
0
7
年
の

能
楽
部
に
続
き
、
3
番
目
に

古
い
の
が
邦
楽
部
で
あ
る
。

で
は
今
か
ら
百
年
前
と
は
、

ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　２
月
、
早
稲
田
大
と
慶
応

大
に
よ
る
初
の
学
生
相
撲
大

会
を
開
催
。
６
月
に
は
ド
イ

ツ
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
飛
行
船

が
世
界
初
の
旅
客
空
輸
。
11

月
、
白
瀬
中
尉
ら
が
南
極
探

検
に
出
発
。
翌
11
年
１
月
に

は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
軍
人

が
日
本
陸
軍
兵
に
は
じ
め
て

ス
キ
ー
術
を
伝
授
。
ま
た
第

３
次
大
谷
探
検
隊
が
中
央
ア

ジ
ア
探
検
に
出
発
し
た
年
で

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代

に
屈
指
の
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
邦
楽
部
が
産
声
を
あ
げ
た

の
で
あ
る
。

　発
足
当
時
は「 

碧へ
き
す
い水
会
」

と
呼
ぶ
尺
八
同
好
会
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争

を
経
て
46
（
昭
21
）
年
、「
琴

古
会
」
に
改
名
。
52
年
に
は

同
好
会
か
ら
尺
八
部
に
昇
格

し
、「
筧
龍
会
尺
八
部
」と
し
、

62
年
６
月
に
「
邦
楽
部
」
と

改
名
し
て
箏
曲
部
を
設
置
。

同
年
11
月
に
は
第
１
回
定
期

演
奏
会
を
本
願
寺
会
館
で
行

い
、
そ
の
後
、
三
絃
部
門
を

設
置
し
て
今
日
に
至
っ
て
い

　１
９
５
５
年
、
多
く
の
移

民
が
鹿
児
島
か
ら
海
を
渡
っ

た
。
こ
の
移
民
を
実
現
さ
せ

た
の
は
、
鹿
児
島
県
串
木
野

出
身
の
内
田
善
一
郎
だ
っ

た
。
内
田
は『
難
民
救
済
法
』

の
存
在
を
知
り
、
運
動
を
開

始
し
た
。「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
移
民
の
父
」
内
田
善
一
郎

の
生
涯
を
綴
っ
た
作
品
。

　ニュ
ー
ヨ
ー
ク
本
願
寺
住
職

の
中
垣
さ
ん
の一
年
記
。
９
・

11
の
初
盆
か
ら
始
ま
っ
た
平

和
と
追
悼
の
ハ
ド
ソ
ン
川
灯
籠

流
し
や
、
Ｎ
Ｙ
本
願
寺
に
集

　ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
を
経
て
、
大

阪
で
ダ
イ
エッ
ト
＆
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ

た
辻
さ
ん
に
よ
る
耳
つ
ぼ
ダ
イ

エッ
ト
や
骨
盤
矯
正
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
を
開
発
し
、
本
書

で
紹
介
。

　Ａ
５
変
形
判
１
７
３
頁
・

白
誠
書
房
・
１
４
０
０
円（
税

別
）

　正
教
寺
（
小
野
田
市
）
の

住
職
引
退
記
念
と
し
て
出

　森
繁
久
彌
の
「
社
長
シ
リ

ー
ズ
」、「
連
合
艦
隊
」
な
ど

生
涯
70
本
の
作
品
を
手
が

け
、
海
軍
士
官
と
し
て
の
戦

争
体
験
を
も
ち
、
和
尚
と
呼

ば
れ
た
映
画
監
督
松
林
宗

し
ゅ
う

惠え

さ
ん
（
41
年
文
卒
・
第
１
回

龍
谷
賞
受
賞
）
の
生
涯
を
元

毎
日
新
聞
編
集
委
員
が
辿
る
。

　Ｂ
６
判
３
０
８
頁
・
仏
教
伝

道
協
会
・１
８
０
０
円（
税
別
）

　四
六
判
１
７
０
頁
・
南
日
本

新
聞
社
・
１
４
０
０
円
（
税
別
）

　氏
名

　
　
　卒
年

　式
月
日

　木
下

　健
史 

98 

営 

３
│
６

　上
羽

　貴
子 

02 

短 

３
│
６

　牧
野

　泰
英 

00 

法 

３
│
14

　田
中

　慎
一 

01 

文 

３
│
19

♠
野
中

　亮
輔 

06 

法 

♥
西
川

　美
砂 

07 

法

　山
本

　香
織 

04 

文 

４
│
３

♠
澤
田

　健
一 

98 

理 

♥
笹
島

　美
樹 

05 

済

　德
田

　浩
子 

04 

社 

４
│
10

　小
川
十
志
夫 

90 

済 

４
│
17

　前
田

　裕
介 

03 

済 

４
│
17

　文
珠

　康
明 

98 

文 

４
│
18

　田
村

　祐
輔 

00 

営 

４
│
25

　嘉
悦

　美
恵 

01 

済 

４
│
25

　田
中

　良
和 

02 

文 

４
│
29

　椿
井

　隆
英 

98 

理 

５
│
１

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で

祝
電
を
打
ち
ま
す
。
受
付

は
、
校
友
会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　木
村

　幸
道 

00 

文 

５
│
９

　宇
野

　善
祥 

00 

文 

５
│
15

♠
中
嶋

　悠
策 

06 

社 

♥
竹
島
実
佳
子 

06 

社

　栗
山

　智
史 

05 

済 

５
│
22

♠
藤
田

　直
也 

07 

法 

♥
竹
村

　彩

　

 

07 

法

　山
本

　裕
紀 

03 

法 

５
│
23

　山
本
真
理
子 

01 

国 

５
│
28

　本
多

　良
広 

06 

文 

５
│
28

♠
茶
谷

　誠
次 

03 

理 

♥
大
橋
加
奈
子 

03 

社

　松
永

　徳
成 

05 

文 

５
│
29

♠
松
井

　和
義 

05 

国 

♥
森
本

　貢
己 

07 

国

　森
田

　肇

　

 

03 

理 

６
│
５

　永
瀧

　雅
子 

02 

文 

６
│
６

　市
岡

　庸
子 

04 

営 

６
│
12

♠
永
田

　真
悟 

04 

国 

♥
谷
村

　理
恵 

04 

済

♠
永
井

　健
晴 

08 

文 

♥
三
明

　智
恵 

07 

文

♠
髙
橋

　宏
昌 

06 

法 

♥
長
根
尾
江
里 

03 

国

　髙
田

　拓
摩 

02 

済 

６
│
26

♠
山
田

　翔
生 

08 

営 

♥
房
本

　未
希 

08 

文

♠
井
上

　樹

　

 

03 

済 

♥
北
中

　朋
子 

03 

済

　大
久
保
真
実 

01 

文 

７
│
24

　谷
田

　朋
子 

05 

文 

８
│
28

　中
川

　泰
雄 

03 

営 

９
│
４

　水
谷
有
香
子 

04 

文 

９
│
18

　佐
藤
か
お
り 

01 

社 

10
│
９

　大
來

　尚
順 

05 

文 

５
│
１

　岩
井

　智
香 

04 

済 

５
│
４

　万
谷

　喜
子 

03 

文 

５
│
８

♠
赤
穂

　香
和 

07 

済 

♥
野
村
こ
の
み 

08 

文

る
。　現

在
、
邦
楽
部
の
部
長
は

萩
屋
昌
志
法
科
大
学
院
教
授

（
99
年
４
月
就
任
）
で
、
河

田
夢ゆ

め

実み

幹
事
長
（
文
学
部
３

回
生
）
を
中
心
に
部
員
は
23

人
、
尺
八
と
箏
、
三
絃
の
３

パ
ー
ト
に
わ
か
れ
て
練
習
に

は
げ
ん
で
い
る
。
邦
楽
部
の

年
間
行
事
は
、
４
月
の
新
入

生
歓
迎
活
動
に
始
ま
り
、
新

歓
コ
ン
パ
、
６
月
の
新
歓
合

宿
、
学
内
発
表
会
、
８
月
の

夏
合
宿
、９
月
の
強
化
合
宿
、

10
月
の
定
期
演
奏
会
、
２
月

の
追
い
出
し
コ
ン
サ
ー
ト
・

コ
ン
パ
が
、
そ
の
主
な
も
の

だ
が
、
今
年
は
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、「
部

旗
の
古
代
紫
と
い
う
高
貴
な

色
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏
を
め

ざ
し
て
、
皆
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
た
い
」（
河
田
幹
事
長
）

と
、
例
年
に
な
く
部
員
た
ち

の
志
気
が
上
が
っ
て
い
る
。

　約
３
０
０
人
を
擁
す
る

O
B
・
O
G
会
も
例
外
で
は

な
い
。
段
野
利
衛
会
長
（
73

年
法
卒
）
の
呼
び
か
け
で
、

現
役
部
員
と
共
に
１
０
０
周

年
記
念
事
業
を
行
う
た
め
、

記
念
式
典
支
援
実
行
委
員
会

お
よ
び
記
念
式
典
実
行
委
員

会
を
２
年
前
に
立
ち
上
げ
、

藤
尾
秀
信
さ
ん（
68
年
文
卒
）

が
両
委
員
会
の
委
員
長
に
就

任
し
、
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作

成
や
、記
念
誌（
邦
楽
部
史
）

の
作
成
、
募
金
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

箏
の
演
奏
家
と
し
て
著
名
な

沢
井
比ひ

河か

流る

師
に
依
頼
し

て
、
１
０
０
周
年
記
念
曲
の

「
紫し

づ
き月
」
が
完
成
し
、
部
員

た
ち
は
10
月
９
日
の
定
期
演

奏
会
（
J
R
京
都
駅
前
ア
バ

ン
テ
ィ
の
龍
大
ホ
ー
ル
※
３
面

参
照
）
で
の
初
披
露
に
向
け

て
特
訓
中
だ
。

　「
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

邦
楽
部
を
こ
れ
ま
で
支
え
て

下
さ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝

し
、
あ
つ
く
御
礼
を
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
邦
楽
の
新
た
な

躍
進
を
期
待
す
る
」
と
段
野

O
B
・
O
G
会
会
長
。

龍
谷
大
学
邦
楽
部

１
０
０
周
年
記
念
式
典

日
時
＝
12
月
11
日
（
土
）

13
時
よ
り

場
所
＝
深
草
・
顕
真
館

祝
賀
会
14
時
よ
り

深
草
・
４
号
館
地
下
食
堂

※
詳
細
は
深
草
・
紫
朋
館

１
階
邦
楽
部
ボ
ッ
ク
ス
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

演
奏
会
で
の
部
員
た
ち

住
を
は
じ
め
て
以
来
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
100
年
以
上

も
前
に
女
性
の
参
政
権
を
認

め
、
そ
の
後
も
死
刑
の
廃
止

や
取
り
調
べ
の
可
視
化
な

ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
伝
統

は
他
の
国
に
は
か
な
い
ま
せ

ん
が
、
新
し
い
も
の
を
試
み

る
柔
軟
さ
に
は
長
け
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
法
律
家
と
し
て
私
は
ど

れ
だ
け
社
会
に
寄
与
で
き
る

か
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
着

実
に
あ
ゆ
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

３
│
21

５
│
15

５
│
８

５
│
22

7
│
17

7
│
３

６
│
19

６
│
12

５
│
29

５
│
29

６
│
12

４
│
10

『
と
れ
ぬ
煩
悩

と
ら
ぬ
そ
の
ま
ま
』

姫
路
龍
正
（
48
年
文
卒
）

版
。
学
徒
動
員
の
思
い
出
か

ら
始
ま
り
、「
古
今
東
西
の

真
の
念
仏
者
」
や
「
名
号
を

称
す
る
」「
無
明
長
夜
の
燈

炬
な
り
」
な
ど
24
の
法
話
を

収
録
。

　Ｂ
６
判
上
製
本
１
４
８
頁
・

探
究
社
・１
６
０
０
円（
税
別
）

『
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
坊
主

つ
れ
づ
れ
日
記
』

中
垣
顕
實
（
83
年
文
卒
）

『
ク
リ
ス
タ
ル

ジ
ュ
エ
リ
ー
ダ
イ
エ
ッ
ト
』

辻

　亮
（
00
年
営
卒
）

う
米
国
人
の
様
子
、
異
文
化

の
中
で
の
冠
婚
葬
祭
や
広
島

の
原
爆
と
９
・
11
を
結
ぶ
Ｎ
Ｙ

の
親
鸞
聖
人
像
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
、
仏
教
の
魅
力
を
逆
輸

入
。　Ｂ

６
判
２
７
２
頁
・
現
代

書
館
・
２
０
０
０
円（
税
別
）

の
生
涯

綴

た
作
品

深草・紫朋館ボックスで（前列右端が河田幹事長）

赤穂さんとこのみさん

校　友
最前線

100
周
年
で
大
飛
躍

段野OB・OG会
会長

記
念
曲
に
「 

紫
月 

」

『
映
画
監
督 

松
林
宗
惠

ま
こ
と
し
や
か
に
さ
り
げ

な
く
』

　大
住
広
人 

『
夢
海
を
渡
る

－カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
移
民
の
父
』

野
本
一
平
（
55
年
文
卒
）

新刊紹介

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

邦楽部
校友注目のサークル

　05
年
に
龍
谷
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
し
た
勝
田
さ
ん
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
３
年
間
法
律
を
学
び
、
見
事
に
司
法
試
験
を
ク
リ
ア
ー
し
、
弁
護
士
資
格

を
取
得
。
国
境
を
越
え
国
際
弁
護
士
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

勝
田
順
子
さ
ん

豪
州
で
弁
護
士
と
し
て
活
躍
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　校
友
会
奈
良
県
支
部
10
周

年
記
念
事
業
が
６
月
13
日
、

奈
良
市
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー

の
市
民
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

14
時
か
ら
吹
奏
楽
部
の
後
輩

学
生
た
ち
の
溌
剌
と
し
た
演

奏
で
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ

た
。
全
日
本
吹
奏
楽
部
コ
ン

ク
ー
ル
で
７
回
も
金
賞
に
輝

く
吹
奏
楽
部
の
部
員
た
ち
は
、

ペ
レ
ス
プ
ラ
ー
ド
の
「
闘
牛

士
の
マ
ン
ボ
」
や
、
美
空
ひ

ば
り
の
「
愛
燦
燦
」
な
ど
、

お
な
じ
み
の
曲
な
ど
も
次
々

　受
刑
者
の
矯
正
教
化
を
行

う
校
友
会
職
域
支
部
の
「
桐

友
会
」
が
設
立
さ
れ
、
10
周

年
を
迎
え
た
。
京
都
市
内
の

京
都
東
急
ホ
テ
ル
を
会
場
に

６
月
25
日
、
ま
ず
桐
友
会
の

本
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
た

あ
と
、
午
後
３
時
半
か
ら
設

立
10
周
年
記
念
式
典
が
行
わ

れ
た
。

　最
初
に
桐
友
会
の
吉
光
宏

昭
会
長
（
60
年
文
卒
）
が
開

会
の
挨
拶
を
行
い
、
若
原
道

昭
学
長
、
加
藤
博
史
龍
谷
大

学
矯
正
保
護
総
合
セ
ン
タ
ー

長
、
阪
口
新
太
郎
校
友
会
副

会
長
、畠
山
晃
朗
ぎ
ん
な
ん
会

と
熱
演
し
、
な
ら
ま
ち
セ
ン

タ
ー
市
民
ホ
ー
ル
に
つ
め
か

け
た
約
３
百
人
の
校
友
や
一

般
市
民
が
大
き
な
拍
手
を
お

く
っ
た
。

　続
い
て
落
語
家
の
林
家
染

二
さ
ん
（
85
年
法
卒
、
99
年

に
龍
谷
奨
励
賞
、
04
年
に
文

化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
な
ど
）

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
な

ど
を
枕
に
落
語
を
披
露
し
、

会
場
は
始
終
、
大
爆
笑
に
包

ま
れ
た
。

　そ
の
あ
と
奈
良
の
風
景
を

撮
り
続
け
て
き
た
日
本
を
代

表
す
る
写
真
家
の
井
上
博
道

さ
ん
（
54
年
文
卒
、
91
年
に

龍
谷
賞
）
に
よ
る
「
幻
想
の

飛
鳥
」
と
題
す
る
講
演
と
な

っ
た
。
舞
台
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
は
次
々
と
30
年
間
に
及
ぶ

作
品
が
映
さ
れ
、
淡
々
と
し

た
井
上
さ
ん
の
語
り
と
共
に
、

日
本
の
ふ
る
さ
と
の
原
風
景

と
も
言
え
る
美
し
い
飛
鳥
の

里
の
作
品
を
楽
し
ん
だ
。

　ま
た
、
今
回
の
10
周
年
の

イ
ベ
ン
ト
を
後
援
し
た
、
平

城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念
事

業
協
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
せ
ん
と
く
ん
」

が
特
別
出
演
し
、
可
愛
い
踊

り
で
奈
良
県
支
部
の
10
周
年

を
祝
っ
た
。

吹奏楽部の演奏

横
浜
散
策
の
校
友

祝
辞
を
述
べ
る
若
原
学
長

林家染二さん

（
矯
正
施
設
支
部
）
会
長
が

10
周
年
の
祝
辞
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

に
移
り
、
釋
晃
元
校
友
会
長

や
桐
友
会
顧
問
の
大
川
哲
次

弁
護
士
、
初
代
会
長
の
脇
屋

真
一
相
談
役
が
祝
辞
を
述
べ

た
。　桐

友
会
の
会
員
は
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国
に
分

布
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
研

修
会
は
00
年
９
月
の
福
岡
市

で
の
第
１
回
を
皮
切
り
に
、

山
口
、
高
松
、
大
阪
、
神
戸
、

奈
良
、
大
津
、
岐
阜
、
和
歌

山
、
鳥
栖
、
山
形
な
ど
、
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
今
回
の
記
念
行
事

に
合
わ
せ
て
『
桐
友
会
10
年

の
歩
み
』
と
題
す
る
記
念
誌

が
制
作
さ
れ
、
会
員
に
配
布

さ
れ
た
。
同
記
念
誌
に
は
、

総
会
や
研
修
会
で
の
講
演
要

旨
や
、
会
員
に
よ
る
活
動
報

告
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い

て
、
桐
友
会
の
10
年
の
活
動

実
績
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

る
。

　神
奈
川
県
支
部
は
、
６
月

26
日
（
土
）・
設
立
５
周
年

記
念
の
総
会
、記
念
講
演
会
、

懇
親
会
を
横
浜
で
行
い
ま
し

た
。
総
会
に
は
若
原
学
長
、

三
村
会
長
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
総
会
後
５
周
年
を
記
念

し
「
龍
谷
大
学
建
学
の
精
神

に
学
ぶ
」
と
題
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

今
回
は
総
会
を
前
に
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
横
浜
み
な

と
み
ら
い
」
地
区
に
校
友
が

集
合
し
、
大
観
覧
車
の
乗
車

や
「
シ
ー
バ
ス
」
に
乗
船
し

山
下
公
園
へ
の
移
動
と
休
日

の
横
浜
散
策
を
楽
し
み
校
友

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　（
支
部
理
事
＝
岡
聰
志
）

〈
経
営
学
部
同
窓
会
〉

創
設
40
周
年
記
念
で

上
海
万
博
視
察
旅
行

　５
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で

２
泊
３
日
の
上
海
万
博
視
察

旅
行
に
38
人
が
参
加
し
た
。

29
日
に
上
海
万
博
を
視
察

し
、30
日
は
上
海
近
郊
の
明
・

清
時
代
の
農
村
「
朱
家
角
」

を
見
学
し
、
昔
な
が
ら
の
水

郷
の
風
景
を
楽
し
ん
だ
の

ち
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

で
空
港
へ
、無
事
帰
国
し
た
。

　
　（
事
務
局
＝
辻
川
淳
一
）

　今
春
よ
り
校
友
有
志
に
よ

っ
て
「
新
潟
県
・
上
越
方
面

支
部
」
設
立
に
向
け
て
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
上
越
市
・
妙
高
市
・
糸
魚

川
市
・
柏
崎
市
方
面
在
住
の

校
友
約
3
０
０
人
に
、
案
内

状
が
送
付
さ
れ
た
。
該
当
地

域
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す

る
校
友
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
。

※
新
潟
県
・
上
越
方
面
支
部

結
成
準
備
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
＝
龍
谷
大
学
校
友

会
本
部
事
務
局
☎
０
７
５
・ 

６
４
５・２
０
１
５
Fax
０
７
５
・ 

６
４
５
・ 

２
０
１
７

新
潟
県
・
上
越
方
面

支
部
設
立
へ
ご
協
力
を

設
立
準
備
が
進
む

大
阪
・
北
大
阪
支
部

　大
阪
府
北
部
地
域
の
茨
木

市
・
高
槻
市
・
三
島
郡
島
本

町
・
池
田
市
・
豊
能
郡
能
勢

町
・
同
豊
能
町
・
箕
面
市
の

約
４
千
人
の
卒
業
生
を
対
象

と
し
た
「
大
阪
・
北
大
阪
支

部
」
設
立
へ
向
け
て
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　該
当
地
域
の
全
校
友
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
た
と
こ

ろ
、
多
数
の
支
部
参
加
申
し

込
み
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

10
月
３
日
に
ホ
テ
ル
日
航
茨

木
大
阪
で
設
立
総
会
と
、
龍

谷
大
学
吹
奏
楽
部
に
よ
る
記

念
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
た
。

（
詳
細
は
次
号
「
校
友
会
報

72
号
」
で
）

ゲスト出演の「せんとくん」
卒業生に学生の模擬店利用券を進呈

龍谷大学ホームカミング・デー深草キャンパス

親子３・４代〝龍大生家族〟は事務局までお申し出下さい
（これまでに顕彰された方はご遠慮下さい）

　校友会支部・ゼミ・クラス・サークルＯＢ会用（10 人以上）
にお部屋（教室）をご用意します。10 月 20 日（水）までに
校友会事務局へお申し込み下さい。
　瀬田キャンパスでは学園祭当日の 10 月 30 日（土）にホ
ームカミング・デーを行います（理工学部研究室公開も開
催）。お申し込みは専用ハガキにて期日までにお送り下さい。

龍谷大学ホームカミング・デー
深草キャンパスで2010年11月７日(日)開催

イベント 時間 会場 内　　　容
受　　付 10:30 正門   深草キャンパス南側

校友会総会 11:00
11:30 顕真館   入場は校友会員のみ

 龍谷賞贈呈式
親子３・４代家族
特 別 顕 彰

12:00
12:30 顕真館

  龍谷賞贈呈式
  親子３・４代家族の顕彰式
  入場フリー

 交流会 12:30
15:30

深草学
舎全域

  学生模擬店利用券を
  ご利用下さい

吹奏楽
バトンチア

13:00
13:20 顕真館

  吹奏楽部と関西 11連覇の
  バトンチアのライブ 入場フリー

第 39回
学術文化祭

13:30
16:00 顕真館

  混声合唱団ラポール
  マンドリンオーケストラ
  交響楽団合同演奏会 入場フリー

西本願寺書院と飛雲閣拝観バスツアーは、当日、会場で10時半
より受付開始。14時出発

当日、学園祭は10:00 ～ 19:00まで深草キャンパスで開催中

深草・瀬田とも駐車場はありません。電車、バスでご来場下さい
(飲酒は指定箇所のみで、キャンパス敷地内は全面禁煙となりました )

龍谷大学 in ＫＵＭＡＭＯＴＯ
10月 24日 ( 日 ) 熊本テルサホール

国際文化学部同窓会設立10周年
11月６日 (土 )京都で記念パーティー

講 演 会
聴講無料

薬師寺管主
山田法胤師『こころを耕す』

■主催＝龍谷大学・校友会・親和会■後援＝熊本日
日新聞社・熊本放送・テレビ熊本・くまもと県民テレ
ビ・熊本朝日放送■日時＝2010 年 10月24日（日）
13 時受付 13 時 30 分～ 15 時■会場＝熊本テルサ 
テルサホール（熊本市水前寺公園 28-51　☎０９６-
３８７-７７７７）

〈山田法
ほういん

胤師プロフィール〉
40（昭 15）年生まれ。64（昭
39）年龍谷大学文学部仏教学
科卒業。71 年に薬師寺執事、
90 年奈良喜光寺住職、98 年
薬師寺執事長、03年薬師寺副
住職、09 年法相宗管長・薬師
寺管主に就任。近著に『迷いを
去る百八の智慧』講談社刊

卒業生約 4500 人を輩出してきた国際文化学部同
窓会は、設立10周年を迎え、記念パーティーと総
会を下記の通り行います。ご参加を！
■日時＝11月６日（土）12時より総会。14～ 16時
10 周年記念パーティー（会費無料・事前申込み）
詳細と参加申込みは卒業生に送付の案内状を。
■会場＝ハイアットリージェンシー京都

支
部
の
周
年
記
念
事
業
相
次
ぐ

染
二
さ

ん

落
語
、井
上
さ

ん

講
演

桐
友
会『
10
年
の
歩
み
』を
制
作

若
原
学
長
迎
え
講
演
会

加
藤

　セ
ン
タ
ー
長
ら
祝
う

横
浜
散
策
な
ど
で
も
親
睦

「
せ
ん
と
く
ん
」も
出
演 

300
人
集
う

全
国
で
の
研
修
会

報
告
な
ど
ま
と
め

設
立
10
周
年

設
立
10
周
年

設
立
５
周
年

奈
良
県
支
部

（
奈
良
龍
大
会
）

矯
正
教
化
支
部

（
桐
友
会
）

神
奈
川
県
支
部

矯
正

保
護
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会
」
を
６
月
８
、９
日
に
長

浜
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
53
人
が
出
席
し
、
本
願

寺
長
浜
別
院
で
物
故
者
追
悼

法
要
を
つ
と
め
た
あ
と
、
バ

ス
で
石
田
三
成
生
地
や
姉
川

古
戦
場
、
渡
岸
寺
を
巡
回
し

ま
し
た
。

　（
石
原
教
昭
）

　ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

の
11
月
７
日
（
日
）、
同
期

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
午
前

11
時
に
深
草
正
門
の
受
付
前

へ
。
同
期
会
は
12
時
か
ら
４

号
館
ゼ
ミ
教
室
（
予
定
）
で

会
費
は
３
千
円
。
お
問
い
合

わ
せ
は
伊
佐
（
寺
谷
）
多
江

子
・
芳
川
（
森
田
）
ま
さ
子

ま
で
。

　今
年
は
雨
の
少
な
い
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
冬
の
嵐
が

続
き
、
山
は
雪
、
平
地
は
雨

と
強
風
に
見
舞
わ
れ
、
非
常

事
態
宣
言
が
出
た
郡
が
５
つ

も
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
中
で
２
月
17

日
、
午
後
６
時
半
よ
り
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部
の
新
年
宴

会
を
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
リ
ト
ル

東
京
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
越

路
」
で
開
き
ま
し
た
。
会
費

は
一
人
30
ド
ル
（
チ
ッ
プ
込

み
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
焼
き
と

り
や
串
焼
き
を
賞
味
し
、
歓

　３
月
20
日
（
土
）、
徳
島

市
の
校
友
の
店
・
日
本
料
理

「
笹
乃
庄
」
で
09
年
度
校
友

会
徳
島
県
支
部
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　総
会
後
の
記
念
講
演
と
し

て
経
済
学
部
教
授
で
学
生
部

長
兼
務
の
増
田
啓
子
先
生
に

「
温
暖
化
と
動
植
物
へ
の
影

響
―
徳
島
編
―
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　平
成
22
年
度
龍
谷
大
学
校

友
会
東
京
支
部
総
会
は
、
５

月
29
日
（
土
）
築
地
本
願
寺

の
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

午
後
３
時
の
受
付
け
よ
り
、

総
会
が
始
ま
る
ま
で
の
間
、

昨
年
開
催
さ
れ
た
本
学
創
立

３
７
０
周
年
記
念
事
業
の
式

典
と
、
祝
賀
会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

映
像
を
会
場
で
流
し
ま
し
た
。

　総
会
は
来
賓
を
含
め
45
名

が
参
加
し
て
、
吉
田
敏
英
常

任
理
事
の
司
会
で
進
行
し
、

　５
月
29
日
（
土
）
午
後
５

時
よ
り
大
阪
・
中
央
支
部
の

総
会
と
親
睦
会
を
大
阪
市
中

央
区
本
町
の
津
村
別
院
（
北

御
堂
）
ホ
ー
ル
で
、
50
人
の

校
友
の
参
加
を
得
て
開
催
し

ま
し
た
。
09
年
度
の
事
業
・

決
算
・
監
査
報
告
に
続
い
て

今
年
度
の
事
業
・
予
算
案
と

審
議
し
た
あ
と
、
田
中
則
夫

法
科
大
学
院
長
に
大
学
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　親
睦
会
は
立
食
パ
ー
テ
ィ

ー
形
式
で
、
豊
来
家
一
輝
氏

を
招
い
て
「
太
神
楽
曲
芸
」

を
演
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
支
部
長
＝
山
﨑
一
夫
）

山
口
県
支
部
総
会
と

講
演
会
を
開
催

　

山
口
県
支
部
の
今
年
度
総
会

と
講
演
会
が
７
月
17
日
、
萩

市
で
開
催
さ
れ
た
。

　校
友
会
か
ら
杉
宣
正
副
会

長
が
、
大
学
側
か
ら
は
ポ
ー

リ
ン
・
ケ
ン
ト
国
際
文
化
学

部
長
が
出
席
し
、
岡
地
勝
二

談
し
ま
し
た
。

　

（
支
部
長
＝
中
垣
紘
道
）

　講
義
に
つ
い
て
は
今
、
世

界
的
に
一
番
関
心
の
あ
る
環

境
問
題
に
つ
い
て
身
近
な
徳

島
を
例
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
っ
て
易
し
く
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　記
念
講
演
の
後
、
記
念
パ

ー
テ
ィ
ー
会
場
準
備
を
兼
ね

て
全
員
写
真
撮
影
へ
。
女
性

参
加
者
は
増
田
先
生
を
含
め

９
人
の
過
去
最
多
で
大
盛
会

で
し
た
。

　記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
千
葉

昭
彦
副
支
部
長
の
挨
拶
で
開

宴
。
学
歌
斉
唱
の
後
は
、
ひ

た
す
ら
「
美
味
し
い
。
美
味

し
い
」
と
「
笹
乃
庄
」
の
懐

石
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　ひ
と
心
地
付
い
た
と
こ
ろ

で
女
将
の
早
野
由
美
子
さ
ん

（
76
年
済
卒
）
の
挨
拶
。
ご

主
人
の
早
野
哲
司
さ
ん
（
76

年
営
卒
）も
支
部
会
員
で
す
。

会
食
を
し
な
が
ら
龍
谷
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
開
館
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
の
中
国
大
連
の
「
旅
順
博

物
館
」
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
に

参
加
の
矢
野
朋
子
さ
ん
（
74

年
法
卒
）
に
旅
順
の
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　（
事
務
局
長
＝
来
見
明
信
）

西
來
武
治
支
部
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
来
賓
の
校
友
会
本
部

の
三
村
峯
男
会
長
、
龍
谷
大

学
の
若
原
道
昭
学
長
、
築
地

本
願
寺
の
不
二
川
公
勝
輪
番

か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　次
に
三
浦
正
清
常
任
理
事

が
議
長
に
選
出
さ
れ
て
議
事

に
入
り
、
平
成
21
年
度
の
事

業
報
告
、
決
算
報
告
そ
れ
に

監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
平
成
22
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
案
の
他
、
会

員
資
格
の
変
更
や
役
員
任
期

そ
れ
に
会
計
項
目
な
ど
に
つ

い
て
の
会
則
の
一
部
改
正
案

と
、
監
査
役
交
代
に
つ
い
て

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
終
了
後
に
は
、
西
光

義
秀
理
事
（
築
地
本
願
寺
）

の
案
内
に
よ
る
築
地
本
願
寺

ツ
ア
ー
や
、
本
堂
で
築
地
本

願
寺
の
副
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
小

島
弥
寧
子
さ
ん
の
演
奏
に
よ

る
「
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
と
き
初
め
て
築
地

本
願
寺
本
堂
で
「
龍
谷
大
学

学
歌
」
が
演
奏
さ
れ
、
参
加

者
全
員
で
力
強
く
合
唱
し
ま

し
た
。

　次
い
で
本
堂
前
の
石
段
で

記
念
写
真
を
撮
影
し
、
懇
親

会
会
場
へ
移
動
し
、
懇
親
会

は
、
午
後
６
時
か
ら
来
賓
各

氏
も
参
加
し
て
、
白
川
淳
敬

副
支
部
長
の
司
会
で
ス
タ
ー

ト
し
、
昨
年
「
龍
谷
賞
」
を

受
賞
し
た
長
谷
川
裕
一
氏
を

は
じ
め
、
支
部
顧
問
の
渡
邉

普
相
氏
や
斑
目
力
曠
氏
な
ど

多
く
の
校
友
も
挨
拶
さ
れ
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
午
後

８
時
に
散
会
し
ま
し
た
。

　

　（
事
務
局
長
＝
緒
方
静
子
）

大
阪
・
中
央
支
部

総
会
と
親
睦
会
開
催

　文
学
部
仏
教
史
学
科
を
84

（
昭
59
）
年
に
卒
業
の
同
期

会
を
４
月
17
日
、
京
都
市
役

所
南
の
レ
ザ
ー
ロ
で
開
催
し

ま
し
た
。
関
東
や
北
陸
か
ら

も
仲
間
が
か
け
つ
け
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　（
幹
事
＝
田
中
伸
治
）

　第
28
回
を
迎
え
た
「
龍
大

経
済
学
部
教
授
が
講
演
を
行

っ
た
。

広
島
県
支
部

総
会
と
講
演
会

　校
友
会
広
島
県
支
部
の
総

会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を
６

月
13
日
（
日
）
に
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
21
で
開
催
し
ま

し
た
。
神
鳥
支
部
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
岡
地
勝
二
先
生

（
経
済
学
部
教
授
）
か
ら
「
激

動
の
世
界
経
済
と
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
経
済
の
ゆ
く
え
」

と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ

い
き
、
消
費
税
導
入
問
題
を

含
め
て
、
多
方
面
か
ら
の
切

り
口
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
広
島
県
支
部
イ

ベ
ン
ト
の
事
業
計
画
が
提
案

さ
れ
、
９
月
５
日
の
カ
ー
プ

観
戦
交
流
会
（V

S

阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
）、
11
月
に
は
異
業

種
交
流
会
を
開
催
す
る
旨
の

事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　広
島
支
部
に
は
３
千
人
以

上
の
校
友
会
員
が
い
る
が
、

会
員
が
参
加
し
や
す
い
体
制

作
り
を
目
指
し
て
模
索
中
で

す
。
懇
親
会
で
は
、
校
友
会

の
副
会
長
で
あ
る
坂
元
八
朗

さ
ん
か
ら
大
学
の
近
況
報

告
、会
員
同
士
の
名
刺
交
換
、

余
興
と
し
て
、
元
男
声
合
唱

団
３
人
が
「
学
歌
」
や
「
琵

琶
湖
周
航
の
歌
」
な
ど
、
数

曲
を
熱
唱
し
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　（
石
田
義
治
）

二
七
会
」（
昭
和
27
年
文
短

入
学
同
期
会
・
代
表
＝
島
田

和
磨
）
の
奈
良
大
会
を
６
月

３
、４
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
淨
教
寺
本
堂
で
お
つ
と

め
を
し
た
あ
と
、
平
城
宮
跡

や
奈
良
の
古
刹
を
み
ん
な
で

め
ぐ
り
ま
し
た
。
今
回
は
欠

席
者
も
な
く
、
74
名
の
出
席

で
盛
会
で
し
た
。（
亀
山
義
照
）

　昭
和
29
年
、
文
学
部
入
学

の
同
期
会
「
龍
谷
大
学
29
の

平
城
遷
都
１
３
０
０
年

に
集
う
龍
大
二
七
会

龍
谷
大
学 

二
九
の
会

滋
賀
・
長
浜
で
開
催

11
月
７
日
に
68（
昭
43
）年

短
大
社
福
卒
同
窓
会

※
ク
ラ
ス
や
ゼ
ミ
の
同
期
会
記

事
は
各
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
さ
れ
ま
す
の
で
、
会
報
で

の
掲
載
は
、
今
後
縮
小
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

兵庫県・神明支部
設立５周年記念

11月27日 (土 )明石市民会館

龍谷大学吹奏楽部演奏会
〈日時〉11月27日（土） 〈会場〉明石市民
会館大ホール（明石市中崎１丁目３-1）
☎ 078（912）1234〈入場料〉500 円
〈協賛〉明石ケーブルテレビ〈後援〉明石市・
明石市教育委員会・明石市吹奏楽連盟・
神戸新聞社〈申し込み〉兵庫県神明支部
事務局FAX078（911）3753　（井藤圭湍
事務局長）へ。

学生に説明する大江税理士

　７
月
３
日
、
深
草
・
21
号

館
５
階
教
室
で
14
時
か
ら
Ｒ

Ａ
Ｓ
に
よ
る
研
修
会
「
09
年

度
龍
谷
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
制
度
〜
学
生
受
け
入
れ

会
計
事
務
所
か
ら
の
報
告
」

を
税
理
士
法
人
・
共
生
会
計

の
白
川
浩
さ
ん（
90
年
営
卒
）

を
講
師
に
開
催
。
Ｒ
Ａ
Ｓ
の

今
年
度
の
総
会
を
行
い
、
09

年
度
の
報
告
と
、
10
年
度
の

事
業
を
決
定
し
た
。
16
時
45

分
か
ら
、
学
生
を
対
象
と
し

た
税
理
士
・
公
認
会
計
士
業

務
別
説
明
会
を
桑
原
知
之
さ

ん
（
86
年
度
済
卒
）
や
中
須

賀
高
典
さ
ん（
01
年
営
卒
）、

大
江
美
保
さ
ん
（
95
年
済
院

了
）
を
講
師
に
開
催
し
、
約

40
人
の
学
生
が
聞
き
入
っ
た
。

84
年
文
・
仏
教
史
学
科

卒
業
同
期
会

ふ
く

〈法学部同窓会〉
司法試験合格の
5人に記念品

　法
学
部
同
窓
会
で
は
、
法
学
部
生
や
法
科

大
学
院
生
に
対
す
る
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
今
回
は
５
人
の
法
科
大
学
院
生
が
難
関

の
司
法
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
か
ら
、
田
中

則
夫
法
科
大
学
院
長
立
ち
会
い
の
も
と
、
坂

元
八
朗
法
学
部
同
窓
会
長
代
理
か
ら
、
院
生

一
人
ひ
と
り
に
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

校
友
の
集
い

地
域
支
部

同
期
同
窓

職
域
支
部

東
京
支
部
総
会
と

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部

リ
ト
ル
東
京
で
新
年
宴
会

徳
島
県
支
部

総
会
を
開
催

職
業
会
計
人
グ
ル
ー
プ

（
Ｒ
Ａ
Ｓ
）研
修
会
と

総
会
・
業
務
説
明
会
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　 J
R
東
京
駅
か
ら
地
下
鉄

丸
ノ
内
線
で
新
宿
方
面
へ
５

つ
目
の
新
宿
御
苑
前
下
車
、

徒
歩
４
分
と
い
う
「
ら
く
だ

ば
」。
オ
ー
ナ
ー
は
井
之
口

豊
さ
ん
（
97
年
営
卒
）
で
、

学
生
時
代
は
早
矢
仕
ゼ
ミ
で

経
営
学
研
究
会
に
所
属
。
卒

業
し
て
サ
ン
ト
リ
ー
系
列
の

飲
食
店
チ
ェ
ー
ン
の
㈱
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
入
社
し
、
京
都

木
屋
町
店
か
ら
新
宿
店
に
移

り
、
去
年
２
月
に
独
立
し
て

「
白
線
一六
会
」
の
仲
間

　大
変
な
時
代
で
し
た
。

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
軍
事
教
練
が

あ
っ
て
、
落
ち
着
い
て
勉
強
で

き
ま
せ
ん
。
在
学
中
の
昭
和

20
（
45
）
年
１
月
に
陸
軍
に

入
隊
し
、
８
月
に
終
戦
。
10

月
に
は
復
学
し
ま
し
た
が
、

龍
大
で
は
本
当
に
い
い
友
人
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
我
々
の
仲

間
は
「
白
線
一
六
会
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
昭
和
16
年
に

龍
大
の
予
科
に
入
学
し
た
同

期
会
で
す
。

　こ
れ
ま
で
同
期
会
を
各
地

で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

元
気
で
出
歩
け
る
人
が
少
な

く
な
り
、
淋
し
い
こ
と
で
す

が
今
は
休
止
し
て
い
ま
す
。

未
亡
人
の
方
々
が
私
に
同
期

会
を
し
よ
う
と
声
を
か
け
て

下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

　と
に
か
く
、
私
た
ち
の
仲

間
に
は
、薬
師
寺
の
高
田
好
胤

（
元
管
主
・
46
年
文
卒
）
さ

ん
や
、
若
原
令
昭
さ
ん
が
お

ら
れ
ま
し
た
。
以
前
、
彼
が

鳥
取
か
ら
お
寺
の
ご
門
徒
さ

ん
た
ち
と
三
井
寺
に
お
参
り

に
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　実
は
三
井
寺
は
本
願
寺
の

蓮
如
さ
ん
（
第
８
代
宗
主
）

と
ご
縁
が
深
い
の
で
す
。
寛

正
６
年
（
１
４
６
５
）
に
比

叡
山
延
暦
寺
西
塔
の
僧
兵
が

大
谷
本
願
寺
を
焼
き
討
ち
し

た
と
き
、
三
井
寺
は
蓮
如
上

人
を
か
く
ま
っ
て
、
三
井
寺

山
内
の
近
松
寺
の
坊
を
上
人

に
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
も

三
井
寺
の
観
音
堂
に
は
、
蓮

如
上
人
と
親
鸞
聖
人
の
お
木

像
や
、
お
名
号
を
お
ま
つ
り

し
て
お
り
ま
す
。

　鳥
取
か
ら
再
び
ご
門
徒
さ

ん
が
た
が
お
参
り
に
こ
ら
れ

た
と
き
、
若
原
さ
ん
が
同
行

で
き
な
い
の
で
、
京
都
に
い
る

息
子
さ
ん
が
代
わ
り
に
こ
ら

れ
ま
し
た
。
今
の
学
長
の
若

原
道
昭
さ
ん
で
す
。
お
会
い

す
る
と
、
お
父
さ
ん
そ
っ
く
り

で
驚
き
ま
し
た
（
笑
）。

　龍
大
で
は
、
い
ろ
ん
な
宗

派
の
お
坊
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

青
年
時
代
で
す
か
ら
、
よ
く

議
論
も
し
ま
す
。
自
分
の
寺

の
宗
派
を
こ
え
て
、
広
く
お

つ
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
、
そ
れ
が
龍
大
の
大
き
な

魅
力
で
し
た
。

夜
間
高
校
の
教
員
に

　戦
後
、
復
学
し
て
龍
大
を

卒
業
し
、
比
叡
山
高
校
、
滋

賀
大
付
属
中
学
校
の
国
語
の

教
員
に
な
り
ま
し
た
。
龍
大

理
工
学
部
の
竺
文
彦
先
生

は
、
付
属
中
時
代
の
私
の
教

え
子
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
法

務
が
忙
し
く
な
り
、
大
津
高

校
定
時
制
に
移
り
ま
し
た
。

昼
は
法
務
を
し
て
夜
に
定
時

制
へ
、
18
年
間
通
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昔
の
こ
と
で

す
か
ら
、
家
が
貧
し
く
て
働

か
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
た

ち
も
多
く
、
で
も
勉
強
し
た

い
の
で
す
。
教
え
子
の
中
に

優
秀
な
生
徒
が
い
て
、
何
人

か
を
大
学
に
進
学
で
き
る
よ

う
に
手
助
け
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
彼
ら
は
高
校
生

と
言
っ
て
も
、
齢
を
く
っ
て
い

ま
す
か
ら
、「
先
生
、
授
業

が
終
わ
っ
た
ら
一
杯
飲
み
に
行

こ
う
や
」
と
（
笑
）。
こ
の
夜

間
高
校
で
の
経
験
が
、
私
の

人
生
に
と
っ
て
大
き
な
位
置

を
し
め
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て

い
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
私
ど
も
の
天
台

寺
門
宗
は
、
伝
統
的
に
本
山

と
別
格
本
山
の
力
が
強
す
ぎ

た
の
で
し
ょ
う
。「
阿あ

じ
ゃ
り

闍
梨
」

と
い
う
最
高
位
の
お
坊
さ
ん

に
な
る
の
は
、
本
山
と
別
格

本
山
の
僧
侶
に
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
阿
闍
梨
と
い
う
の
は
、

「
四し

度ど

加け
ぎ
ょ
う行
」
と
呼
ぶ
修
行

を
経
て
、 

伝で
ん
ぽ
う
か
ん
じ
ょ
う

法
灌
頂
を
受
け

親
鸞
聖
人
も
、
多
く
の
人
々

の
悲
し
み
を
自
分
の
悲
し
み

と
受
け
と
め
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
、
比
叡
山
を
降
り
て
、
お

念
仏
の
道
を
歩
ま
れ
た
の
で

す
。　人

間
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ

り
自
分
が
可
愛
い
。
人
の
悲

し
み
を
自
分
の
悲
し
み
と
し

て
受
け
入
れ
て
い
く
と
い
う

世
界
は
、
口
に
出
せ
て
も
、

そ
ん
な
に
生
や
さ
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
最
初

か
ら
無
理
だ
と
放
棄
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
く
、
仏
法
で

説
か
れ
る
理
想
の
世
界
を
目

指
し
て
、
た
と
え
わ
ず
か
で

も
近
づ
い
て
い
く
、
そ
れ
が
仏

道
だ
と
思
って
お
り
ま
す
。

　「
人
の
悲
し
み
を
、
わ
が
悲

し
み
と
す
る
」
―
―
一人
の
僧

侶
と
し
て
私
の
永
遠
の
テ
ー
マ

で
す
。

「
ら
く
だ
ば
」を
開
店
し
た
。

井
之
口
さ
ん
は
、
日
本
ソ
ム

リ
エ
協
会
認
定
の
ソ
ム
リ
エ

で
も
あ
る
。

　飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
で
の
経

験
と
大
阪
出
身
を
売
り
物
に

し
て
、
東
京
で
は
珍
し
い
関

西
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
が

並
ぶ
。
井
之
口
さ
ん
が
子
ど

も
の
頃
か
ら
食
べ
て
い
た
と

い
う
大
阪
の
老
舗
か
ら
仕
入

れ
た
コ
ロ
ッ
ケ
６
5
０
円
が

大
好
評
で
、「
お
だ
し
で
食

べ
る
明
石
ボ
ー
ル
」（
明
石

焼
）
6
0
0
円
、
牛
す
じ
煮

込
み
と
ガ
ー
リ
ッ
ク
ト
ー
ス

ト
が
セ
ッ
ト
の
「
ザ
・
ど
て

焼
き
」
7
0
0
円
な
ど
、
関

西
メ
ニ
ュ
ー
が
勢
揃
い
。

　「ら
く
だ
ば
」
で
は
２
ヶ

月
に
一
回
、「
京
阪
会
」
が

開
か
れ
る
。
関
西
出
身
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
が
中
心

と
な
り
、
店
内
で
た
こ
焼
き

パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る
な
ど
、

大
い
に
盛
り
上
が
る
と
い

う
。
こ
の
「
京
阪
会
」
に
参

加
す
る
校
友
も
多
い
。

　「
東
京
に
は
龍
大
出
身
者

が
そ
れ
ほ
ど
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
と
え
初
対
面
で
も
、
一
度

顔
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
〝
旧

知
の
仲
〞
に
。
校
友
会
の
東

京
支
部
の
皆
さ
ん
に
も
、
ど

ん
ど
ん
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
って
い
ま
す
」

　ソ
ム
リ
エ
の
井
之
口
さ
ん

な
ら
で
は
の
企
画
が
「
ら
く

だ
ワ
イ
ン
の
会
」
で
、
厳
選

し
た
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア

の
ワ
イ
ン
を
、
料
理
と
共
に

楽
し
む
集
い
で
あ
る
。
そ
の

他
、「
ら
く
だ
ば
写
真
部
」

に
よ
る
撮
影
会
や
「
ら
く
だ

ば
49
年
会（
74
年
生
ま
れ
）」

な
ど
、
仲
間
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
も
多
い
。
ち
な
み
に
店
名

は
井
之
口
さ
ん
の
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
「
ら
く
だ
さ
ん
」
に

由
来
す
る
と
い
う
。

関
西
酒
場
「
ら
く
だ
ば
」
東
京

都
新
宿
区
新
宿
１
‐
23
‐
16

（
第
２
得
丸
ビ
ル
１
Ｆ
）

☎
０
３
・
６
４
５
７
・
４
５
０
０

（h
ttp

://ra
k
u
d
a
b
a
.

com
/

）
地
下
鉄
新
宿
御
苑
駅

よ
り
徒
歩
４
分
。
月
〜
土
は
17

時
30
分
〜
3
時
、
日
祝
は
24
時

ま
で
。
不
定
休
。
15
〜
25
人
ま

で
貸
切
可
、
予
約
を
。

仏
教
に
学
ぶ

人の悲しみを
わが悲しみとする

天台宗門宗
総本山園城寺 長

ちょう

吏
り

福家 英明

福
家
英
明(

ふ
け
・
え
い
め
い)

＝
25
年
（
大
正

14
年
）生
ま
れ
。
85
歳
。
滋
賀
県
膳
所
中
学（
旧

制)

か
ら
、
41
年
に
龍
谷
大
学
予
科
に
入
学
。

在
学
中
、
陸
軍
に
入
隊
し
45
年
10
月
に
復
学
。

46
年
に
卒
業
。
中
学
校
と
高
校
の
教
員
を
経
て

49
年
に
水
観
寺
住
職
。
10
年
１
月
に
天
台
寺
門

宗
総
本
山
・
園
城
寺
（
三
井
寺
）
の
第
１
６
３

代
の 

長
吏
に
就
任
。
晋
山
式
は
来
年
の
予
定
。

東
京
都
心
の〝
ど
真
ン
中
〞

関
西
メ
ニ
ュ
ー
が
勢
揃
い

オ
ー
ナ
ー
は
校
友
ソ
ム
リ
エ

↓新宿御苑前 (丸ノ内線）

（地下鉄）

らくだば
花園小

第２
得丸ビル

四谷
区民ホール

新宿
1丁目

新宿御苑

　「
楽
天
・
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど

社
内
公
用
語
を
英
語
に
す
る

な
ど
海
外
展
開
に
積
極
的
な

企
業
が
増
え
て
き
た
」
と
い

う
記
事
を
読
ん
だ
。
グ
ロ
ー

バ
ル
志
向
の
学
生
は
国
内
志

向
の
学
生
よ
り
就
職
内
定
率

が
高
く
、
企
業
が
求
め
て
い

る
人
材
も
６
割
が
グ
ロ
ー
バ

ル
志
向
だ
。
日
本
の
国
際
力

が
低
下
傾
向
に
あ
る
中
、
英

語
力
は
ア
ジ
ア
圏
で
も
低

い
。
イ
ン
ド
は
英
語
と
数
学

力
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｔ
分
野
で
驚

異
の
成
長
し
て
い
る
。
中
国

も
急
激
に
高
い
英
語
能
力
を

持
つ
学
生
が
増
え
て
い
る
。

韓
国
の
大
学
生
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
対
策
を
必
死
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
サ
ム
ス
ン
電
子
は

入
社
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
900
点

は
必
要
と
言
わ
れ
、
現
地
で

暮
ら
し
、
言
語
や
文
化
を
学

ぶ
た
め
毎
年
1
0
0
人
以
上

の
社
員
が
１
年
間
仕
事
を
離

れ
て
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の

途
上
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
英
語
は
あ
く
ま
で

も
お
互
い
の
国
の
文
化
の
違

い
を
尊
重
し
、
理
解
す
る
た

め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指
す
企

業
に
は
、
英
語
力
は
当
た
り

前
の
こ
と
の
よ
う
だ
。

　大
学
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
系
の

学
部
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
少
な

く
て
も
600
点
以
上
な
け
れ

ば
、
卒
業
出
来
な
い
と
な
れ

ば
学
生
も
必
死
に
頑
張
る
で

あ
ろ
う
。
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
社

長
の
取
材
後
だ
っ
た
の
で
、

ふ
と
考
え
て
み
た
。

　（Ｙ
）

た
の
ち
に
授
け
ら
れ
る
位
で

す
。
阿
闍
梨
さ
ん
に
な
る
と
、

師
匠
と
し
て
戒
を
授
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　天
台
寺
門
宗
の一般
寺
院
に

は
、
優
秀
な
お
坊
さ
ん
が
大

ぜ
い
お
ら
れ
る
。
そ
う
し
た

方
々
に
阿
闍
梨
へ
の
道
を
開

放
し
た
い
の
で
す
。
そ
の
こ
と

が
私
ど
も
の
宗
門
の
み
な
ら

ず
、
広
く
仏
法
興
隆
の
道
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

「
忘
己
利
他
」

「
済
世
利
人
」

　比
叡
山
を
開
か
れ
た
伝
教

大
師
最
澄
様
（
7
6
7
〜

8
2
2
）
に
「
忘も

う

己こ

利り

他た

は

慈
悲
の
極き

わ

み
な
り
」
と
い
う

お
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。
自

分
の
こ
と
は
忘
れ
て
、
他
の

人
を
利
す
る
こ
と
こ
そ
、
最

高
の
慈
悲
の
世
界
だ
と
お
っ

し
ゃ
る
の
で
す
。「
慈
」
は

文
字
通
り
人
を
い
つ
く
し
む

心
で
す
。「
悲
」
は
、
他
の

人
の
悲
し
み
を
自
分
の
悲
し

み
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
く

と
い
う
心
で
す
。

　私
ど
も
の
宗
門
の
祖
で
あ

る 

智ち
し
ょ
う証
大
師
円
珍
様

（
8
1
4
〜
8
9
1
）
も
「
済さ

い

世せ
い

利り

人じ
ん

」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
世
を
救
い
人
を
利
す
る

―
―
「
忘
己
利
他
」
と
同

じ
精
神
で
す
。
法
然
聖
人
も

編
集
後
記

右
＝
三
井
寺
観
音
堂
の
親
鸞
聖
人
・

蓮
如
上
人(

左)

の
尊
像

上
＝
三
井
寺
大
門
（
重
文
）

牛
す
じ
煮
込
み
ト
ー
ス
ト

｢明石ボール｣

井之口豊さん

住所変更をFAXで
075-645-2017

住所や勤務先変更・改姓などをFAXで
お知らせ下さい。卒業生約15万人の
うち約3万人の住所が不明です。
ご友人で校友会との連絡が途絶えて
いる方もお知らせ下さい。
校友会事務局　TEL 075 - 645 - 2015
校友会Ｅメールアドレス変更

（新）koyu＠ad.ryukoku.ac.jp




